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 プログラム

●開会式・閉会式
【開会式】
2026年 8 月22日（土）10：30～11：00� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

【閉会式】
2026年 8 月23日（日）16：00～16：20� 第 9 会場（幕張メッセ国際展示場 1 階 ホール 7 ・特設会場）

●日病薬会長講演
病院薬剤師が拓く“つながる医療”の未来 
－日病薬の挑戦と次世代への羅針盤－

2026年 8 月22日（土）13：00～14：00� 第 1 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール A）

座長　帝京大学ちば総合医療センター 薬剤部 飯塚　雄次
演者　一般社団法人 日本病院薬剤師会 武田　泰生

●特別講演
日本一のマグロ船から学んだ！ 
職場をよりイキイキさせるコミュニケーション

2026年 8 月22日（土）16：00～17：00� 第 1 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール A）

座長　帝京大学ちば総合医療センター 薬剤部 飯塚　雄次
演者　マグロ船式　人材コンサルタント 齊藤　正明

●教育講演
【教育講演 1 】

CKD 診療のエッセンス　〜千葉県の CKD 対策の取り組みを含めて〜
2026年 8 月22日（土）14：30～15：30� 第 1 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール A）

座長　山梨大学医学部附属病院 薬剤部 鈴木　貴明
演者　千葉大学大学院 医学研究院 腎臓内科学 淺沼　克彦

【教育講演 2 】
骨粗鬆症薬物治療のストラテジー　〜新しいガイドラインを踏まえて〜

2026年 8 月23日（日）13：50～14：50� 第 1 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール A）

座長　東邦大学 薬学部 臨床薬剤学教室 増田　雅行
演者　帝京大学ちば総合医療センター 第三内科学講座 井上　大輔
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【教育講演 3 】
超高齢社会の心不全診療を考える　 
―サルコペニア・血管機能・多職種連携の視点から―

2026年 8 月23日（日）13：50～14：50� 第 2 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール B）

座長　新潟大学医歯学総合病院 薬剤部 外山　　聡
演者　東邦大学医療センター佐倉病院 循環器内科 清水　一寛

【教育講演 4 】
地域フォーミュラリと本年度診療報酬改定 
－病院薬剤師の正しい理解に向けて－

2026年 8 月23日（日）13：50～14：50� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

座長　獨協医科大学埼玉医療センター 薬剤部 多田　幸子
演者　帝京大学 医学部／日本フォーミュラリ学会 今井　博久

【教育講演 5 】
最先端生体イメージング技術で暴く薬物の消化管吸収動態とその規定因子

2026年 8 月23日（日）13：50～14：50� 第 4 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 中会議室201）

座長　獨協医科大学病院 薬剤部 臼井　　悟
演者　昭和薬科大学 薬学部 薬剤学研究室 白坂　善之

● Basic Lecture
【Basic Lecture 1 】

多職種が期待する薬剤師の口腔ケア領域への参画
2026年 8 月22日（土）12：50～13：30� 第 4 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 中会議室201）

座長　信州大学医学部附属病院 薬剤部 内藤　隆文
演者　慶應義塾大学 薬学部 山浦　克典

【Basic Lecture 2 】
在宅緩和ケアから考える薬剤師の役割

2026年 8 月22日（土）13：40～14：20� 第 4 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 中会議室201）

座長　国立国府台医療センター 薬剤部 高橋　　郷
演者　医療法人社団いぶきの森 のぞみの花クリニック 餅原　弘樹

【Basic Lecture 3 】
特定行為研修修了看護師と薬剤師の専門職連携

2026年 8 月23日（日）8：40～ 9：20� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

座長　太田記念病院 薬剤部 原　佳津行
演者　千葉大学大学院 看護学研究院 酒井　郁子



－25－

【Basic Lecture 4 】
これからの薬剤師への期待　ー生涯を通じた女性への健康支援ー

2026年 8 月23日（日）9：30～10：10� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

座長　共立習志野台病院 薬剤科 鈴木　典子
演者　社会福祉法人済生会 保健・医療・福祉総合研究所 植松　和子

【Basic Lecture 5 】
糖尿病治療薬の進展と先進糖尿病治療の実際

2026年 8 月23日（日）10：30～11：10� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

座長　千葉大学医学部附属病院 薬剤部 新井さやか
演者　慈誠会・光が丘病院 糖尿病センター 小出　景子

【Basic Lecture 6 】
人の想いをつなぐがん医療 
〜対話から生まれる寄り添いと、病院・薬局の協働〜

2026年 8 月23日（日）11：20～12：00� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

座長　国立がん研究センター東病院 薬剤部 近藤　直樹
演者　総合メディカル株式会社 ヘルスケア事業領域 下川友香理

【Basic Lecture 7 】
褥瘡から考える栄養管理 
―若手薬剤師が知っておきたい評価・処方設計・モニタリング―

2026年 8 月23日（日）11：20～12：00� 第 2 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール B）

座長　医療法人社団誠馨会 新東京病院 薬剤部／セコム医療システム株式会社 長澤　宏之
演者　聖マリアンナ医科大学横浜市西部病院 薬剤部 松崎　貴志



－26－

●大会特別企画
薬剤師のキャリアアップを語り合おう！ 
薬学生＆若手薬剤師シンポジウム in 幕張メッセ

2026年 8 月23日（日）10：30～12：00� 第 9 会場（幕張メッセ国際展示場 1 階 ホール 7 ・特設会場）

スペシャルコンダクター　千葉大学医学部附属病院 薬剤部 大久保正人
グランドコンダクター　　千葉大学医学部附属病院 薬剤部 横山威一郎

【基調講演】� 演者　千葉大学医学部附属病院 薬剤部 石井伊都子
若手病院薬剤師・薬学生のためのキャリアデザイン 
―レベルアップの本質を考える―

【パネルディスカッション】� モデレータ　千葉大学医学部附属病院 薬剤部 石井伊都子

薬学生パネリスト�

若手薬剤師パネリスト�

国際医療福祉大学� 白井　　晴　　林　　将吾
城西国際大学� 土屋　桃子　　横山　沙紀
千葉大学� 倉谷　真由　　小林　大晟
千葉科学大学� 谷口　愛実　　小林　誠弥

東京理科大学� 中山　愛美　　吉岡　樹里
東邦大学� 荒川　恭平　　竹本　清乃
日本大学� 大場文美子　　渡辺　心優

柏市立柏病院 診療協力部薬剤科

川崎　陽生
鎌ヶ谷総合病院 薬剤部

杉山　綾香　　中川　茉柚
簑原　乃愛　　与那覇　蓮

亀田総合病院 薬剤部

木﨑　悠斗　　日下　拓哉
立石　佳蓮

君津中央病院 薬剤部

寺澤　理沙
行徳総合病院 薬剤部

新井　彩加　　井上　莉那
喜屋武直人　　小島　知佳

佐倉厚生園病院 医療技術部 薬剤科

生野　里歩
塩田病院 薬剤部

加藤　航平
聖光ヶ丘病院 薬剤課

大石　花音
セコメディック病院 薬剤部

小林　　楓

総合病院国保旭中央病院 薬剤局

金子　心海　　菊地　穂莉
竹内　郁人

総泉病院 薬剤部

清水　　茜
館山病院 薬剤部

古宮健一郎
千葉県がんセンター 薬剤部

飯島　　和
千葉県済生会習志野病院 薬剤部

齋藤　爽香　　玉井　茉莉
千葉県立佐原病院 薬剤部

村岡　優衣
千葉市立青葉病院 薬剤部

原　　萌華　　薮崎　玲衣
千葉市立海浜病院 薬剤部

齊藤　優花
千葉大学医学部附属病院 薬剤部

久保田夕貴　　前田　早惠
谷島　弘紀　　山本　知花

千葉大学大学院薬学研究院／
千葉大学医学部附属病院 薬剤部

本村　　瞳

千葉西総合病院 薬剤部

金矢　竜紀　　長谷川　鈴
日沖　　亮

帝京大学ちば総合医療センター 薬剤部

廣澤　琴乃　　吉澤　麗香
東京慈恵会医科大学附属柏病院 薬剤部

鈴木日菜子　　千阪　太聖
東京女子医科大学附属
八千代医療センター 薬剤部

宮崎　玲子
東邦大学医療センター佐倉病院 薬剤部

篠塚ひなの　　髙橋　伶名
名戸ケ谷病院 薬剤部

石田　紗彩
成田赤十字病院 薬剤部

大竹　美穂　　小原　里咲
曽根　彩斗　　山本　璃音

日本医科大学千葉北総病院 薬剤部

板谷　康平　　木内　弥生
桾澤　生夢　　佐藤　千隼
前田　昂輝　　水口　大夢
山田まどか　　渡辺もも香
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●シンポジウム
【シンポジウム 1 】

「災害医療を支える“薬の連携”」　～災害経験から紡ぐ明日への備え～
2026年 8 月22日（土）12：40～14：30� 第 9 会場（幕張メッセ国際展示場 1 階 ホール 7 ・特設会場）

オーガナイザー兼座長　千葉市立海浜病院 薬剤部 古川　博則
オーガナイザー兼座長　東京大学医学部附属病院 薬剤部 高山　和郎

東日本大震災から15年　被災を経験した薬剤師が語る教訓と備え

演者　石巻赤十字病院 薬剤部 追木　正人

千葉県における災害発生時の卸組合および医薬品卸の役割と対応について

演者　千葉県医薬品卸協同組合 萩谷　茂良

�災害時の医療継続を支える薬剤部門の備えと受援 
―病院と地域をむすぶ薬事連携と調整―

演者　東京大学医学部附属病院 薬剤部 高山　和郎

「動く薬局が支える災害医療：モバイルファーマシーの運用について

演者　一般社団法人 八千代市薬剤師会／特定非営利活動法人やちやく 八千代中央薬局 松本　孝章

【シンポジウム 2 】
日常業務をこなす薬剤師から、組織の未来へとつなげる薬剤師へ 
―日常業務の積み重ねは戦略の礎となるのか―

2026年 8 月22日（土）12：50～14：20� 第 5 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室301）

オーガナイザー　同愛記念病院 薬剤科 間宮　伸幸
オーガナイザー　海老名総合病院 管理部 中村　葉月

座長　日本経済大学 経営学部・大学院 赤瀬　朋秀
座長　聖路加国際病院 薬剤部 後藤　一美

組織行動に求められる戦略的思考

演者　株式会社メディシステムソリューション 経営企画部 大山　　実

薬剤師が数字で語る時代へ

演者　盡誠会宮本病院 薬剤課 松原　史典

�門前立地ではない薬局との地域連携におけるバランスト・スコアカードの利用

演者　埼玉医科大学 国際医療センター 薬剤部 髙山　俊輔

�日常業務を戦略につなぐ　―継承可能なマネジメントと BSC の役割―

演者　川崎市立井田病院 薬剤部 小林　　岳
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【シンポジウム 3 】
中小病院薬剤部門のための現実的イノベーション 
―省力化・制度活用・地域展開の実践と課題―

2026年 8 月22日（土）12：50～14：30� 第 6 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室302）

オーガナイザー　蕨市立病院 薬剤科 濱浦　睦雄
オーガナイザー兼座長　玄々堂君津病院 薬剤部 松井　和之

座長　石井病院 薬剤部 峰村　　孝

調剤機器導入による調剤補助者へのタスクシフトと臨床業務の推進

演者　総合相模更生病院 薬剤部 稲葉健二郎

薬剤業務向上加算を活用した業務の仕組み

演者　社会医療法人社団新都市医療研究会［関越］会 関越病院 鈴木　俊久

「患者と向き合う時間」を創出する医療 DX

演者　小山記念病院 薬剤部 花香　淳一

�回復期リハビリテーション病棟におけるポリファーマシー対策の試み 
〜対物業務を並行する中での評価ツールの活用と医師へのアプローチにおける課題〜

演者　牧田リハビリテーション病院 薬剤課 田嶋真友花

【シンポジウム 4 】
「がん薬物療法」×「〇〇」!! 
〜スペシャリストで終わらない！併存疾患まで見据えた薬物療法のススメ〜

2026年 8 月22日（土）13：00～15：00� 第 2 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール B）

オーガナイザー　君津中央病院 薬剤科 福岡　俊宏
オーガナイザー　国際医療福祉大学市川総合病院 薬剤部 野本麻友美

座長　亀田総合病院 薬剤部 伊勢崎竜也
座長　群馬県立がんセンター 薬剤部 藤田行代志

司会　千葉大学医学部附属病院 薬剤部 今井　千晶

�治療継続を支える力　∼Onco-reumatorogy 領域における薬剤師の視点 ∼

演者　新潟県立津川病院 薬剤部 吉野　真樹

�「がん薬物療法×栄養サポート」 
治療の質を左右する“栄養という基盤”を薬剤師の視点で捉え活かす !!

演者　社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 薬剤センター 病棟薬剤業務課 中村　久美

がん薬物療法に必須な感染症マネジメント

演者　横浜市立大学附属病院 薬剤部 坂本　靖宜

�がん治療中の糖尿病マネジメント　〜2つの病をどう支えるか〜

演者　国立がん研究センター東病院 薬剤部 田内　淳子
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【シンポジウム 5 】
周産期医療のはじめの一歩　～みんなも踏み出してみよう！

2026年 8 月22日（土）13：00～15：00� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

オーガナイザー　共立習志野台病院 薬剤科 鈴木　典子
オーガナイザー兼座長　千葉県済生会習志野病院 薬剤部 岩佐　千尋

座長　虎の門病院 薬剤部 山根　律子

産科病棟業務のはじめの一歩

演者　山梨県立中央病院 薬剤部 風間　静香

薬剤師外来業務のはじめの一歩

演者　済生会横浜市東部病院 薬剤部 南雲　まい

薬剤師ができる周産期医療地域連携のはじめの一歩

演者　長野県立こども病院 薬剤部 上條早奈美

�学会発表のはじめの一歩　〜“とりあえずやってみる”から始める〜

演者　小山記念病院 薬剤部 石井　美咲

【シンポジウム 6 】
眠りを支えるプロフェッショナルへ 
～睡眠薬適正使用に基づいた臨床実践と専門性の探求～

2026年 8 月22日（土）14：40～16：40� 第 5 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室301）

オーガナイザー　総合病院国保旭中央病院 薬剤局 廣田　佳孝
オーガナイザー　下総精神医療センター 薬剤科 大竹　将司

座長　亀田総合病院 薬剤部 渡部　和幸
座長　信州大学医学部附属病院 薬剤部 寺澤　美穂

�四者（医師会、薬剤師会、大学、行政）連携による服薬適正化事業による重複服薬の
実態調査

演者　所沢慈光病院 薬剤部 加藤　　剛

�睡眠薬フォーミュラリ導入の実践 
—院内合意形成から処方適正化・臨床アウトカムまで—

演者　成田赤十字病院 薬剤部 青木　竣哉

�精神科医不在の中小身体科病院における“眠り”のサポート：精神科薬剤師の実践

演者　医療法人 横浜博萌会 西横浜国際総合病院 診療技術部薬剤科 鴇崎　道則

�睡眠管理と身体抑制最小化に向けた薬剤師の介入 
〜オレキシン受容体拮抗薬の使用状況を踏まえて〜

演者　独立行政法人 国立病院機構 新潟病院 薬剤部 新保　　一
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【シンポジウム 7 】
病院薬剤師は実務実習で薬学生に魅せたいのは何か

2026年 8 月22日（土）15：00～16：40� 第 6 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室302）

オーガナイザー　日本大学 薬学部 医薬品評価科学研究室 日髙　慎二
オーガナイザー兼座長　千葉しすい病院 薬剤科 佐野　君芳

座長　埼玉医科大学病院 薬剤部 眞壁　秀樹

�在宅訪問を主に行う薬局実務実習で実習生のパフォーマンスを上げるには

演者　ヒロ薬局 杉山　宏之

�信州薬薬連携モデル 
〜薬学部がないからこそ生まれた、連携シートと研修会による実習の質向上の仕組み〜

演者　社会医療法人財団慈泉会 相澤病院 薬剤センター 伊藤　隆哉

�複数施設で育てる薬学実習生 
〜山梨県におけるグループ実習から考える実務実習のこれから〜

演者　山梨県立中央病院 薬剤部 若月淳一郎

�特徴で魅せる中規模病院での実務実習　〜薬剤師・薬学生ともに成長する〜

演者　袖ケ浦さつき台病院 薬剤部・薬剤課 野崎　雄平

�医療環境に対応した質の高い薬剤師の養成　－臨床における実践的能力の習熟－

演者　日本大学 薬学部 医薬品評価科学研究室 日髙　慎二

【シンポジウム 8 】
生成 AI 活用・医療 DX 導入による、薬剤師価値の進化 
～薬剤師業務をどう高度化していくか～

2026年 8 月22日（土）15：30～17：10� 第 9 会場（幕張メッセ国際展示場 1 階 ホール 7 ・特設会場）

オーガナイザー　東邦大学 薬学部 臨床薬剤学教室 増田　雅行
オーガナイザー兼座長　東庄町国民健康保険 東庄病院 薬局 木村　聡子

座長　医療法人社団善仁会 小山記念病院 薬剤部 花香　淳一

元病院薬剤師から見たシステム化の現状と期待

演者　株式会社トーショー 宮﨑　宏史

電子処方箋導入における地域連携

演者　総合病院国保旭中央病院 薬剤局 宮嵜　義隆

生成 AI の普及は薬剤師の専門性にどのような変化をもたらすのか？

演者　医療法人社団徳仁会 中野病院 薬局 青島　周一
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【シンポジウム 9 】
会場参加型！その副作用等報告は、どう安全対策につながるのか 
―「迷い」を共有し、評価に生きる情報を考える―

2026年 8 月22日（土）15：40～17：10� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

オーガナイザー兼座長　独立行政法人 医薬品医療機器総合機構（PMDA） 太田　美紀
　 オーガナイザー兼座長　日本製薬工業協会 医薬品評価委員会 PV/C 専門ユニット�  

（中外製薬株式会社） 竹本　信也

医薬品等の市販後安全対策サイクルと医薬関係者の役割
　　演者　独立行政法人 医薬品医療機器総合機構（PMDA）�  

安全性情報・企画管理部 情報管理課 篠﨑　　直

�医薬関係者からの副作用等報告はどう評価され、安全対策につながるのか 
ーPMDA の視点からー

演者　独立行政法人 医薬品医療機器総合機構（PMDA）医薬品安全対策第二部 前田　大輔

�医薬関係者からの副作用等報告はどう活かされているのか 
ー製薬企業における活用事例ー

演者　日本製薬工業協会 医薬品評価委員会 PV/C（武田薬品工業株式会社） 平泉　雅也

�医療現場における有害事象の因果関係評価に対する考え方　ー医師の立場からー

演者　東京大学医学部附属病院 臨床研究推進センター 太田　実紀

�当院における副作用等情報の収集体制　ー院内連携と地域薬局との取り組みー

演者　東海大学医学部付属病院 薬剤部 薬剤科 川邉　康平
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【シンポジウム10】
海外研修で得た学びを病院薬剤師の実践へどう活かすか

2026年 8 月23日（日）8：40～10：10� 第 5 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室301）

オーガナイザー　京都大学医学部附属病院 薬剤部 野村　久祥
オーガナイザー　公益財団法人がん研究会有明病院 薬剤部 小林　一男

座長　茨城県立中央病院・茨城県地域がんセンター 薬剤局薬剤科 大神　正宏
座長　東京都立小児総合医療センター 薬剤科 奥村　俊一

�日病薬国際交流委員会の取り組みと活動を通じて世界の薬剤師との交流から得られる
もの

演者　旭川医科大学病院 薬剤部 田﨑　嘉一

海外研修で得た視点を踏まえた病院薬剤師業務の再設計

演者　東京都立小児総合医療センター 薬剤科 奥村　俊一

�米国薬学教育から学んだ EBM に基づく薬学的介入を現場の薬剤師教育に導入する試み

演者　産業医科大学病院 薬剤部 横山　雄一

�海外研修で見えた薬剤師の新たな役割 
―予防医療・生活支援・安全文化を病院薬剤師の実践へ―

演者　公益財団法人がん研究会有明病院 薬剤部 小林　一男

【シンポジウム11】
放射性医薬品の現場実装：PET から Radioligand Therapy（RLT）への運用
と安全管理

2026年 8 月23日（日）8：40～10：10� 第 6 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室302）

オーガナイザー　群馬大学医学部附属病院 薬剤部 八島　秀明
オーガナイザー兼座長　浜松医科大学・光医学総合研究所 間賀田泰寛

座長　山梨大学医学部附属病院 薬剤部 鈴木　貴明

�68Ga-PSMA を中心とする放射性医薬品の取り扱いと核医学会からの期待

演者　浜松医科大学 光医学総合研究所 間賀田泰寛

FDG-PET における運用上の工夫・課題対応

演者　獨協医科大学病院 薬剤部 神長　智幸

�Radioligand Therapy（RLT）における薬剤師による体制構築および安全管理

演者　国立がん研究センター東病院 薬剤部 加納　大輔
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【シンポジウム12】
人の想いをつなぐ褥瘡予防・治療のこれから

2026年 8 月23日（日）9：00～11：00� 第 2 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール B）

オーガナイザー　帝京大学ちば総合医療センター 薬剤部 飯塚　雄次
オーガナイザー兼座長　西吾妻福祉病院 薬剤室 門脇　寛篤

座長　東京医科大学病院 薬剤部 関根　祐介

褥瘡治療に関する薬剤師の歩み

演者　東京医科大学病院 薬剤部 関根　祐介

�褥瘡外用薬選択を経験則から説明可能な判断へ 
〜吸水性・レオロジーからみた創面外用薬評価

演者　星薬科大学 薬学部 組織再生学／基礎実習研究部門 笹津　備尚

�新たな地域医療構想における褥瘡マネジメント　〜入院前からはじめる多職種連携〜

演者　済生会横浜市南部病院 入退院支援センター 飯田　純一

�人をつなぎ、情報をつなぐ　〜中小病院薬剤師が 担う褥瘡連携のこれから〜

演者　上越地域医療センター病院 薬剤科 宮川　哲也

�褥瘡治療を途切れさせないために　〜病院薬剤師と薬局薬剤師に求められる連携〜

演者　株式会社ファーマ・プラス プラス薬局高崎吉井店 小黒佳代子

【シンポジウム13】
ここから始める感染症薬学　―初学から実践、そしてエビデンス創出へ

2026年 8 月23日（日）10：00～12：00� 第 1 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール A）

オーガナイザー　東京女子医科大学附属八千代医療センター 薬剤部 岡本　　剛
オーガナイザー　東邦大学医療センター佐倉病院 薬剤部 杉尾　和昭

座長　東京ベイ・浦安市川医療センター 薬剤室 並木　孝哉
座長　草加市立病院 薬剤部 本石　寛行

感染症薬剤師に必要な知識

演者　日本大学 薬学部 薬剤師教育センター 西　　圭史

院内 AST/ICT 活動と薬剤師連携

演者　新潟県厚生連新潟医療センター 薬剤部 細川　浩輝

�抗菌薬適正使用支援から感染症診療支援へ 
―抗菌薬選択にとどまらない、薬剤師主導の継続的支援とその可視化―

演者　山梨県立中央病院 薬剤部 遠藤　愛樹

感染症薬剤師のキャリアアップ

演者　帝京大学 薬学部 薬学教育推進センター臨床実習ユニット 松木　祥彦
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【シンポジウム14】
想いを未来へ　～ロールモデルが拓く専門薬剤師の道～

2026年 8 月23日（日）10：20～12：10� 第 4 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 中会議室201）

オーガナイザー　千葉県済生会習志野病院 薬剤部 丹羽　英二
オーガナイザー　国際医療福祉大学成田病院 薬剤部 篠崎　浩司

座長　東邦大学医療センター佐倉病院 薬剤部 西澤　広介
座長　帝京平成大学 薬学部 鈴木　正論

�医薬品情報専門薬剤師への道　〜個々の患者と医療機関全体を支える専門性〜

演者　横浜市立大学附属病院 薬剤部 安島　秀友

�腎臓病薬物療法専門薬剤師への歩みを紐解く 
〜認定・専門薬剤師を志すための、視点と心の置き方〜

演者　新潟医療生活協同組合木戸病院 薬剤部 持田　知志

�緩和医療専門薬剤師への道のり 
〜薬を通して人と向き合い最善を探し続ける専門職〜

演者　AMG 上尾中央総合病院 薬剤部 土屋　裕伴

�中毒診療を支える薬剤師の専門性　〜クリニカル・トキシコロジストを目指そう〜

演者　帝京大学医学部附属病院 薬剤部 今中　翔一

�「周術期管理チーム薬剤師」取得とその先の道のり　〜周術期の道を切り拓く〜

演者　日本赤十字社医療センター 薬剤部 薬物治療管理課 奥津　雄人

薬物療法指導薬剤師への道のり

演者　国際医療福祉大学成田病院 薬剤部 篠﨑　浩司
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【シンポジウム15】
したたかに生きるウイルスに薬剤師はどう立ち向かうのか

2026年 8 月23日（日）10：30～12：10� 第 5 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室301）

オーガナイザー　国立国際医療センター 薬剤部 増田　純一
オーガナイザー兼座長　千葉大学医学部附属病院 薬剤部 築地茉莉子

座長　国立国際医療センター 薬剤部 長島　浩二

�HIV のしたたかな生存戦略　－なぜ根治薬はできないのか？

演者　大田区保健所 吉村　和久

耐性ウイルスを生まない工夫

演者　新潟大学医歯学総合病院 薬剤部 三枝　祐美

Occult HBV・de novo 肝炎への構え

演者　地方独立行政法人長野県立病院機構 長野県立こども病院 薬剤部 宮島　寛幸

ウイルス感染者における悪性腫瘍合併例の特徴

演者　横浜市立大学附属病院 薬剤部 畠山　成寛

慢性炎症としての HIV 感染症、早期老化にどう立ち向かうか

演者　国立病院機構 高崎総合医療センター 薬剤部 神尾咲留未

【シンポジウム16】
地域医療連携における病院薬剤師の役割と展望を考える

2026年 8 月23日（日）10：40～12：10� 第 6 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室302）

オーガナイザー　亀田総合病院 薬剤部 舟越　亮寛
オーガナイザー　千葉西総合病院 薬剤部 出雲　貴文
座長　日本医科大学千葉北総病院 薬剤部 岸　　大輔

座長　湘南鎌倉総合病院 薬剤部 中村　雅敏

�地域フォーミュラリ　〜多摩地域での実践を夢見て〜

演者　日野市立病院 薬剤部 磯貝　一成

薬剤業務向上加算を契機とした地域医療連携の実践

演者　昭和医科大学藤が丘病院 薬剤部 藤原　久登

�予定入院患者に対する入院前薬剤師介入の実践と展望 
―入院支援室を起点とした薬剤情報連携―

演者　千葉西総合病院 薬剤部 深澤　佑樹

�地域連携推進法人あげおメディカルアライアンスを通した薬剤師としての活動 
〜ポリファーマシー解消と医薬品供給確保を同時に進める地域モデル〜

演者　AMG 上尾中央総合病院 薬剤部 新井　　亘
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●ワークショップ
【アカデミックディテーリング研究会合同開催】 

医薬品を公正中立に選択し、医師に提案できるためのスキルを習得する考
え方を学ぶワークショップ 基礎薬学とエビデンス、臨床薬学を結びつける

2026年 8 月22日（土）12：40～15：10� 第 8 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室304）

座長　東庄町国民健康保険東庄病院 薬局 木村　聡子
座長　千葉西総合病院 薬剤部 出雲　貴文

アカデミックディテーリングとは
アカデミックディテーリング資材の解説

演者　千葉西総合病院 薬剤部 小茂田昌代

症例提示と SGD の説明

演者／チューター　帝京大学ちば総合医療センター 薬剤部 小池　健太 
チューター　メディプレイス365訪問薬局 高浦　知沙 

チューター　千葉西総合病院 薬剤部 池澤　直樹
チューター　千葉西総合病院 薬剤部 深澤　佑樹

まとめの解説
演者　千葉西総合病院 薬剤部　池澤　直樹

●市民公開講座
災害時、薬はどうする？　～モバイルファーマシー、ドローンの活用～

2026年 8 月23日（日）13：50～15：10� 第 9 会場（幕張メッセ国際展示場 1 階 ホール 7 ・特設会場）

演者　医療法人社団誠馨会 新東京病院 薬剤部／セコム医療システム株式会社 長澤　宏之
【協力】一般社団法人千葉県薬剤師会

●スポンサードレクチャー
【スポンサードレクチャー 1 】

エビデンスから紐解くがん支持療法における漢方薬の有用性 
〜口腔粘膜炎および化学療法誘発性末梢神経障害を中心に〜

2026年 8 月22日（土）14：40～15：40� 第 4 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 中会議室201）

座長　順天堂大学医学部附属浦安病院 薬剤科 髙瀬　久光
演者　順天堂大学 薬学部 薬物治療学研究室 宮野加奈子

【共催】株式会社ツムラ
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【スポンサードレクチャー 2 】
多発性骨髄腫の治療と患者の服薬コンプライアンス維持へ 
～薬剤師外来介入事例と算定回数を増加させる取り組み～

2026年 8 月22日（土）16：00～17：00� 第 4 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階　中会議室201）

座長　千葉県がんセンター 薬剤部 𠮷田　善紀
演者　南東北グループ 医療法人社団 三成会 新百合ヶ丘総合病院 薬剤科 関塚　　大

【共催】東和薬品株式会社

●スポンサードシンポジウム
悪性リンパ腫治療における二重特異性抗体の安全性マネジメント

2026年 8 月22日（土）15：30～17：10� 第 2 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール B）

座長　日本医科大学千葉北総病院 薬剤部 實川　東洋

再発難治の悪性リンパ腫における治療継続と安全性確保の最適化

演者　成田赤十字病院 血液腫瘍科 津島　隆史

�二重特異性抗体における安全性マネジメント　―看護師の立場から―

演者　千葉県がんセンター がん薬物療法センター 松原　裕理

�リンパ腫治療における二重特異性抗体の安全性マネジメント 
〜薬剤師起点で構築する夜間休日に備える CRS/ICANS 対応フロー〜

演者　独立行政法人地域医療機能推進機構 東京山手メディカルセンター 薬剤部 樋口　裕樹
【共催】中外製薬株式会社

●スポンサードワークショップ
職業性曝露予防への第一歩　～曝露対策製品で体験しよう～

2026年 8 月23日（日）10：00～12：00� 第 8 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室304）

職業性曝露予防の基礎　～医療従事者を守るために知っておくべきこと～

演者　医療法人社団 誠馨会 新東京病院 薬剤部 早乙女浩之

CSTD 運用を定着させるために　～当院の実践と工夫～

演者　医療法人財団 明理会 新松戸中央総合病院 薬剤部 川村真理恵

弊社閉鎖式薬剤移注システムの製品説明

演者 テルモ株式会社
【共催】テルモ株式会社
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●ランチョンセミナー
【ランチョンセミナー 1 】

ロボットは、薬剤師業務をどう変えるのか 
—海外と日本の実例に学ぶ、調剤・在庫管理のこれから—

2026年 8 月22日（土）11：20～12：20� 第 1 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール A）

座長　公益財団法人榊原記念財団附属榊原記念病院 薬剤科 石丸　博雅

米国の自動払出キャビネット運用から考える日本版 ADC の可能性

演者　聖マリアンナ医科大学 横浜市西部病院 薬剤部 前田　幹広

�安全性を軸とした調剤業務の再設計　- 薬局ロボット導入を通じた当院の取り組み -

演者　東海大学医学部付属八王子病院 薬剤科 安藤　友紀
【共催】日本ベクトン・ディッキンソン株式会社

【ランチョンセミナー 2 】
皮膚科医が診る乾癬以外の乾癬診療、PsA の早期発見・薬剤選択とメタ
ボ対策　〜薬剤師が担う役割〜

2026年 8 月22日（土）11：20～12：20� 第 2 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール B）

座長　帝京大学医学部附属病院 薬剤部 安野　伸浩
演者　獨協医科大学埼玉医療センター 皮膚科 林　周次郎

【共催】ニプロ株式会社

【ランチョンセミナー 3 】
炎症性腸疾患に対する治療薬の変遷と課題

2026年 8 月22日（土）11：20～12：20� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

座長　東邦大学医療センター佐倉病院　消化器内科 松岡　克善
演者　東京山手メディカルセンター 炎症性腸疾患内科／炎症性腸疾患センター 深田　雅之

【共催】セルトリオン・ヘルスケア・ジャパン株式会社

【ランチョンセミナー 4 】
EGFR 遺伝子変異陽性肺癌の治療の進歩 
―EGFR-TKI 単剤治療から併用療法の時代へ―

2026年 8 月22日（土）11：20～12：20� 第 4 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 中会議室201）

座長　船橋市立医療センター 腫瘍内科 平野　　聡
演者　千葉県がんセンター 呼吸器内科 芦沼　宏典

【共催】ヤンセンファーマ株式会社
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【ランチョンセミナー 5 】
非小細胞肺癌治療　治療効果の最大化と副作用軽減に向けたチーム医療

2026年 8 月22日（土）11：20～12：20� 第 5 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室301）

座長　順天堂大学医学部附属順天堂医院 薬剤部 深谷　　寛
演者　東京医科大学病院 呼吸器・甲状腺外科 髙𣘺　　聡

【共催】日本化薬株式会社

【ランチョンセミナー 6 】
睡眠薬適正使用への道　—変わる睡眠医療とフォーミュラリの実践—

2026年 8 月22日（土）11：20～12：20� 第 6 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室302）

座長　亀田総合病院 薬剤部 舟越　亮寛
演者　成田赤十字病院 薬剤部 青木　竣哉

【共催】エーザイ株式会社

【ランチョンセミナー 7 】
造血器腫瘍治療における新たな感染症マネジメント 
- 促進型 SCIG の可能性 -

2026年 8 月22日（土）11：20～12：20� 第 7 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室303）

座長　順天堂大学医学部附属浦安病院 血液内科 飯塚　弘子
演者　成田赤十字病院 血液腫瘍科 津島　隆史

【共催】武田薬品工業株式会社

【ランチョンセミナー 8 】
がん薬物療法に伴う末梢神経障害に対して薬剤師ができること

2026年 8 月22日（土）11：20～12：20� 第 9 会場（幕張メッセ国際展示場 1 階 ホール 7 ・特設会場）

座長　国立研究開発法人国立がん研究センター東病院 薬剤部 米村　雅人
演者　和歌山県立医科大学 薬学部／和歌山県立医科大学附属病院 薬剤部 中川　貴之

【共催】第一三共株式会社
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【ランチョンセミナー 9 】
2026年 8 月23日（日）12：30～13：30� 第 1 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール A）

座長　国立がん研究センター東病院 薬剤部 近藤　直樹
令和 8 年度診療報酬改定と病院薬剤師　〜バイオシミラーを含めて〜

演者　浜松医科大学医学部附属病院 薬剤部 川上　純一
バイオシミラーの使用促進に向けた病院薬剤師の役割 
〜がん領域を中心に〜

演者　亀田総合病院 薬剤部 伊勢崎竜也
【共催】富士製薬工業株式会社

【ランチョンセミナー10】
患者・医師・薬剤師の想いをつなぐ、外用治療の最適化を目指して

2026年 8 月23日（日）12：30～13：30� 第 2 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 コンベンションホール B）

座長　亀田総合病院 薬剤部 舟越　亮寛

�ご存知ですか？皮膚外用剤の製剤特性 
〜臨床で用いられる保湿剤とステロイド軟膏との混合処方の観点から〜

演者　帝京平成大学 薬学部 物理薬剤学ユニット 山本　佳久

�あなたに伝えたい！アトピー性皮膚炎外用療法における目からウロコの保湿剤使用の
一工夫！　〜30分でアナタも完璧！保湿剤の選び方と塗布方法〜

演者　医療法人社団 廣仁会 札幌皮膚科クリニック 安部　正敏
【共催】マルホ株式会社

【ランチョンセミナー11】
感染症制御における新たな展開　〜プロバイオティクスも含めて〜

2026年 8 月23日（日）12：30～13：30� 第 3 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 国際会議室）

座長　東京女子医科大学附属八千代医療センター 薬剤部 岡本　　剛
演者　学校法人朝日大学病院 感染症内科 三鴨　廣繁

【共催】ミヤリサン製薬株式会社

【ランチョンセミナー12】
アルコール依存症を再考する　〜減酒外来での経験を踏まえて〜

2026年 8 月23日（日）12：30～13：30� 第 4 会場（幕張メッセ国際会議場 2 階 中会議室201）

座長　社会医療法人社団さつき会 袖ヶ浦さつき台病院 薬剤部 安藤　千聡
演者　医療法人社団優仁会 鈴木神経科病院 井上　　悟

【共催】沢井製薬株式会社
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【ランチョンセミナー13】
薬剤選択のためのコミュニケーション 
〜自己免疫疾患とバイオシミラーの症例から〜

2026年 8 月23日（日）12：30～13：30� 第 5 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室301）

座長　横浜市立大学附属病院 小池　博文
演者　医療法人鉄蕉会 亀田クリニック 薬剤室／医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部 平田　一耕

【共催】サンド株式会社

【ランチョンセミナー14】
大会長・演者からの挑戦状：褥瘡治療症例からみえる薬剤・創傷被覆材の
選択

2026年 8 月23日（日）12：30～13：30� 第 6 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室302）

座長　帝京大学ちば総合医療センター 薬剤部 飯塚　雄次
演者　東京医科大学病院 薬剤部 関根　祐介

【共催】スミス・アンド・ネフュー株式会社

【ランチョンセミナー15】
鎮痛薬の効果を高める処方術 
〜苦痛の仕組みとプラセボ作用から見えるもの〜

2026年 8 月23日（日）12：30～13：30� 第 7 会場（幕張メッセ国際会議場 3 階 中会議室303）

座長　国保直営総合病院 君津中央病院 医療技術局 大木　健史
演者　北里大学医学部新世紀医療開発センター 疼痛学／北里大学病院緩和ケアセンター 金井　昭文

【共催】あゆみ製薬株式会社

【ランチョンセミナー16】
『物から人へ』ではなく『物を極めて人に尽くす！』 
これが薬学的管理！これこそが薬剤師業務！ 
〜服薬支援、ポリファーマシー改善から災害時医療まで〜

2026年 8 月23日（日）12：30～13：30� 第 9 会場（幕張メッセ国際展示場 1 階 ホール 7 ・特設会場）

座長　千葉大学　大学院薬学研究院 臨床薬物治療学研究室 山崎　伸吾
演者　医療法人渡辺会 大洗海岸病院 薬剤部 新井　克明

【共催】株式会社マルクリーン
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一般演題（口頭）一般演題（口頭）
８月22日（土）
口頭発表１
第７会場（12：50～13：40）
座長：吉野　禎章（�国際医療福祉大学成田病院 薬

剤部）

O1-1
当院におけるイメグリミン内服患者の併用薬と腎
機能の関連について
茨城県	 水戸協同病院 薬剤部
○川又　栞　望月　暁　片野柊雅　福田真実　市川智之　

樗木多佳子

O1-2
LASCAR-AHF知見を踏まえた高齢HFpEF患者に
おけるカルペリチドの有効性と安全性の再評価
千葉県	 �セコメディック病院 薬剤部1)	

セコメディック病院 循環器内科2)	
セコメディック病院 内科3)	
日本大学 薬学部 地域医療薬学研究室4)

○西須永実理1)　菅野公彦2)　木下良子2)　山田克己3)　
中島理恵1,4)　島盛一郎1)

O1-3
緩和ケア病棟におけるSZC導入が薬剤費および高
カリウム血症関連再入院率に与える影響
東京都	 東京都立豊島病院 薬剤科1)	

明治薬科大学 臨床薬効毒性解析学2)

○豊田真史1)　安　武夫2)　城田幹生1)

O1-4
心不全脆弱期における病薬連携による包括的管理
の現状：5症例の検討と課題
新潟県	 新潟医療生活協同組合木戸病院 薬剤部1)	

新潟医療生活協同組合木戸病院 循環器内科2)	
アイン薬局木戸病院店3)	
本町調剤薬局はなみずき店4)	
共創未来木戸西薬局5)	
新潟大学医歯学総合病院 循環器内科6)

○持田知志1)　池主裕子2)　山口利夫2)　山本香那子3)　
阿部義之4)　高橋雅人5)　高山亜実6)　猪又孝元6)　
加納嘉人1)

８月22日（土）
口頭発表２
第７会場（13：50～14：50）
座長：山田　裕之（横浜栄共済病院 薬剤部）

O2-1
薬剤連携サマリーおよび返書を用いた薬薬連携の
実態調査
東京都	 JCHO東京蒲田医療センター 薬剤部
○菅井貴洋　松本　司　池田敦也　吉井雅美

O2-2
病院-保険薬局-実習生で考える薬薬連携
埼玉県	 AMG 越谷誠和病院1)	

すみれ薬局2)	
昭和中央薬局3)

○小木篤仁1)　吉住和敏1)　上原みどり1)　浅子由衣1)　
山口菜摘1)　若山佳菜子1)　昆野智大1)　高　理絵1)　
青木　萌1)　山田和樹2)　政氏良太3)

O2-3
薬薬連携による肥満症患者フォロー体制の構築
東京都	 公益財団法人東京都医療保健協会練馬総合病院 

薬剤科1)	
公益財団法人東京都医療保健協会練馬総合病院 
内科2)

○関口このは1)　東宏一郎2)　森美奈子1)　葛千賀子1)

O2-4
在宅移行を見据えた経腸栄養の投与時間短縮過程
で低血糖を認めた高齢腸瘻患者の一例
神奈川県	 昭和医科大学藤が丘リハビリテーション病院 

薬局1)	
昭和医科大学大学院 薬学研究科 病院薬剤学分
野2)	
昭和医科大学藤が丘リハビリテーション病院 
栄養科3)	
昭和医科大学藤が丘リハビリテーション病院 
リハビリテーションセンター4)	
昭和医科大学藤が丘病院（糖尿病・代謝・内分
泌）5)

○三井奈緒1,2)　横山あずさ1)　永尾美智瑠1,2)　今井佳世1)　
柳原麻里1)　松井　遥3)　井上真聡4)　永野彬人4)　
最上谷拓磨4)　飯坂　徹5)　田中広紀1,2)

O2-5
オメプラゾール投与患者における低Alb血症と下
痢発現の関連 
〜探索的検討〜
千葉県	 国際医療福祉大学成田病院 薬剤部1)	

国際医療福祉大学 成田薬学部2)

○秋葉洋佑1)　新海良祐1,2)　菅井一真1)　篠﨑浩司1,2)
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８月22日（土）
口頭発表３
第７会場（15：10～15：58）
座長：三好　文子（千葉西総合病院 薬剤部）

O3-1
新生児薬物離脱症候群を認めなかったトラマドー
ル使用妊娠2症例
神奈川県	 北里大学病院 薬剤部1)	

北里大学病院 産婦人科2)	
北里大学医学部新世紀医療開発センター 新生
児集中治療学3)	
北里大学薬学部 臨床薬学研究・教育センター
臨床薬学大講座薬物治療学Ⅰ4)

○花島玲子1)　水上絵里加1)　田村有紀1)　吉村嘉広2)　
島岡享生2)　小阪裕佳子3)　中西秀彦3)　落合大吾2)　
尾鳥勝也1,4)

O3-2
小規模病院の産科医療における薬剤師の処方介入
の定量的評価：後方視的パイロット観察研究
千葉県	 共立習志野台病院 薬剤科1)	

東邦大学 薬学部実践医療薬学教室2)	
共立習志野台病院 産婦人科3)

○鈴木典子1)　松尾美咲2)　桑原華耶1)　正岡直樹3)　
石井敏浩2)　田中博之2)

O3-3
血友病関連製剤の導入から在宅治療に至る服薬ア
ドヒアランス形成プロセスに関する質的研究
千葉県	 松戸市立総合医療センター1)	

日本大学 薬学部地域医療薬学研究室2)

○高橋憲二1,2)　高　桃寧2)　飛田龍之介2)　太田洋貴1)　
中島理恵2)　渡邉文之2)

O3-4
小児在宅未経験薬局への情報提供により円滑な在
宅移行を行った1例
埼玉県	 埼玉医科大学病院 薬剤部
○兒嶋眞子　磨田真理子　小川祐季　松永花歩　小林瑞希　

小岩まの　真壁秀樹

８月22日（土）
口頭発表４
第７会場（16：10～17：10）
座長：生城山勝巳（千葉科学大学 薬学部）

O4-1
ペグフィルグラスチムOBI製剤導入がBS製剤使
用に与える影響
神奈川県	 横浜市立大学附属病院
○佐藤悠大　小林　悠　重村明香　宇山佳奈　坂本靖宜　

若杉　正　小池博文

O4-2
当院における疑義照会簡素化プロトコルによる業
務効率化の実践とその効果
埼玉県	 AMG 八潮中央総合病院
○神谷力嗣

O4-3
院内薬剤廃棄の発生要因と費用構造の可視化 
〜場所別解析とABC分析による重点管理領域の
抽出〜
千葉県	 国際医療福祉大学1)	

国際医療福祉大学 成田キャンパス薬学部2)

○齊藤　澪1)　林　将吾2)　新海良祐2)　野村彩衣2)　
藤原裕未2)　富田　隆2)

O4-4
注射薬の1日2回・毎日払出運用への変更に伴う
返品削減と業務効率化の検討
奈良県	 奈良県立医科大学附属病院 薬剤部
○田村曉識　松井俊典　池田和之

O4-5
30分毎の薬剤緊急搬送便導入による業務負担軽減
効果の評価
千葉県	 千葉大学医学部附属病院 薬剤部
○山本知花　山本晃平　白根大貴　柴田みづほ　渡辺健太　

大久保正人　新井さやか　内田雅士　石井伊都子

８月23日（日）
口頭発表５
第４会場（８：40～９：52）
座長：仲佐　啓詳（塩田記念病院）

O5-1
周術期予防的抗菌薬使用指針の遵守率に関する 
フィードバックが抗菌薬の術後投与期間の遵守率
に与える影響
東京都	 帝京大学医学部附属病院 薬剤部1)	

帝京大学医学部附属病院 感染制御部2)	
帝京大学 薬学部3)

○山元孝俊1)　足立　匠1,2)　柴田裕介1)　岡田雄介1)　
吉川　洋1,2)　今中翔一1)　光永義治1)　渡部多真紀1,3)　
長瀬幸恵1,3)　松永直久2)　安野伸浩1,3)
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O5-2
CO2モニター導入による換気の「見える化」が院内
感染症発生抑制に及ぼす影響
千葉県	 IMSグループ イムス佐原リハビリテーション

病院 薬剤部1)	
同 看護部2)	
同 検査科3)	
同 リハビリテーション科4)	
同 医局5)	
IMSグループ イムス札幌消化器中央総合病院 
薬剤部6)	
IMSグループ イムス三芳総合病院 薬剤部7)

○中野悠馬1)　板垣未希2)　嘉数梨乃3)　齋藤宏美4)　
佐藤織絵5)　大久保利成6)　大木稔也7)

O5-3
アンピシリンに内因性耐性のEscherichia her-
mannii菌血症に対し抗菌薬適正使用の観点から介
入を行った1例
栃木県	 新小山市民病院 医療技術部 薬剤部門1)	

新小山市民病院 感染症内科2)	
新小山市民病院 医療技術部 臨床検査部門3)

○堀込優衣1)　秋根　大2)　小平和也3)　眞原達男1)

O5-4
当院における気管支炎・感冒、胃腸炎・下痢、咽
頭炎・副鼻腔炎に対する抗菌薬使用割合の報告
千葉県	 医療法人社団創進会みつわ台総合病院 薬剤科1)	

医療法人社団創進会みつわ台総合病院 看護部2)

○宍倉宏太郎1)　小池幸全1)　西岸早苗2)

O5-5
バンコマイシン投与中の肥満患者に対してシスタ
チンCを用いたTDMが安全性に寄与するかの研究
千葉県	 船橋市立医療センター 薬剤局1)	

船橋市立医療センター 感染制御室2)

○秋山健太1)　並木真貴子1,2)　朝倉美加1,2)　渡邊達彦1)　
清水俊勝1)　大竹満博1)

O5-6
S-1開始後にボリコナゾールおよびタクロリムス
の血中濃度上昇を来した1例
千葉県	 千葉大学医学部附属病院 薬剤部1)	

千葉大学医学部附属病院 呼吸器外科2)

○鈴木日向子1)　保ヶ辺雄也1)　大久保誠士1)　
ROONGPAIROJYANIKA1)　竹田真理子1)　豊田行英2)　
稲毛輝長2)　今井千晶1)　森山綾子1)　髙塚博一1)　
内田雅士1)　鈴木秀海2)　石井伊都子1)

８月23日（日）
口頭発表６
第７会場（８：40～９：40）
座長：佐藤　将嗣（辻仲病院柏の葉）

O6-1
薬剤指導の質の均一化と業務効率化を目指した生
成AI活用によるシステム構築とその取り組み
埼玉県	 蓮田病院 薬剤部
○石戸雅俊　三宅春奈　廣瀬静香　中曽えり　福原大輔　

佐野洋介　牧之瀬貴通

O6-2
入院前服薬アドヒアランス不良の要因に関する探
索的後ろ向き観察研究
埼玉県	 AMG 吉川中央総合病院 薬剤科
○渡邉有沙　山岡沙織　相良克海　海老根卓也

O6-3
当院における薬剤総合評価調整加算の算定増加に
向けた取り組み
群馬県	 NHO 高崎総合医療センター 薬剤部
○及川　瞬　後藤友美子　近野健一

O6-4
当院の慢性期病棟における薬剤師介入によるポリ
ファーマシー改善とその影響について
埼玉県	 社会医療法人壮幸会行田総合病院 薬剤課
○田端萌加　堀越慶一

O6-5
生成AIを活用したポリファーマシーの処方最適化
と7種逓減回避の実践的検討
東京都	 公益財団法人 心臓血管研究所付属病院
○安　泰成　渡邊貴子　田代星乃　田辺美佐子　

多部田亜岐　竹腰​惠美　中村果鈴

８月23日（日）
口頭発表７
第７会場（10：00～10：35）
座長：石塚　寛和（亀田総合病院 薬剤部）

O7-1
レミフェンタニル中止後の疼痛増強にオピオイド
誘発性疼痛過敏の関与が疑われた一例
東京都	 社会医療法人社団健生会立川相互病院 薬剤部
○長谷川美紀　桑野和奏　中島元子　江口祐美子

O7-2
術前中止薬の指示漏れを防ぐための取り組み
群馬県	 前橋赤十字病院 薬剤部
○皆川舞子　齊藤江利加　三世川幸太郎　矢島秀明
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O7-3
薬剤師の手術室専任業務を自己評価してみた
～当院の周術期薬剤業務における現状と課題～
長野県	 JA長野厚生連 南長野医療センター 篠ノ井総

合病院 薬剤部
○田中宏治

８月23日（日）
口頭発表８
第７会場（10：45～11：20）
座長：工藤　三果（千葉市立青葉病院）

O8-1
MRONJの早期発見・予防に向けた多職種連携と
薬剤師の役割：4症例の検討を踏まえて
兵庫県	 川西市立総合医療センター 薬剤科1)	

愛知学院大学薬学部 実践薬学講座2)

○沢　仁美1)　神由美子1)　山本彩未1)　草刈康平1)　
高寺章代1)　中村暢彦2)

O8-2
院内FLSチーム設立への関与と骨粗鬆治療の標準
化への取り組み
神奈川県	 横浜市立市民病院
○津山夏輝

O8-3
脆弱性骨折患者に対する骨粗鬆症治療の院内体制
構築と薬剤師の役割
埼玉県	 医療法人ヘブロン会大宮中央総合病院
○河野拓也

８月23日（日）
口頭発表９
第７会場（11：30～12：05）

座長：廣田　佳孝（�総合病院国保旭中央病院 薬剤部）

O9-1
精神科慢性期病棟におけるタスク・シフトの試み 
～頓服処方代行入力による残薬抑制と業務効率化～
千葉県	 医療法人静和会浅井病院 薬剤部1)	

医療法人静和会浅井病院 診療部2)

○加瀬亜衣1)　加瀬浩二1)　永嶌朋久2)　原広一郎2)　
秀野武彦2)　浅井禎之2)

O9-2
病院薬剤師による抗アミロイドβ抗体薬投与患者
への服薬支援
～待ち時間を利用した面談の試み～
千葉県	 医療法人静和会浅井病院 薬剤部1)	

医療法人静和会浅井病院 診療部2)

○桑野　翠1)　松田明日香1)　加瀬亜衣1)　飯塚大祐1)　
永嶌朋久2)　原広一郎2)　秀野武彦2)

O9-3
睡眠薬常備薬のレンボレキサントへの変更が転倒
率に及ぼす影響調査
茨城県	 水戸協同病院 薬剤部
○神長麗華　望月　暁　森田祐生　藤田万柚子　本田綾花　

田上貴美子　市川智之　樗木多佳子

８月23日（日）
口頭発表10
第７会場（13：50～14：50）
座長：岩本　義弘（�国立がん研究センター東病院 

薬剤部）

O10-1
多発性骨髄腫に対してTalquetamab治療中に中枢
神経浸潤を来した1例
神奈川県	 医療法人徳洲会 湘南鎌倉総合病院
○内柴慶大　宮田祐一　錦　佑輔　塚田真奈美　門谷靖裕　

中村雅敏

O10-2
高齢膵癌患者におけるゲムシタビン＋nab-パク
リタキセル療法の副作用発現や治療継続と栄養状
態の関係
千葉県	 東邦大学 薬学部 臨床薬剤学教室1)	

東邦大学医療センター佐倉病院 薬剤部2)	
地域医療機能推進機構東京高輪病院 薬剤部3)

○瀧川正紀1)　三浦千明1)　佐藤　啓2)　平井成和2)　
木村好伸3)　木下雅子1)　土井啓員2)　増田雅行1)

O10-3
免疫チェックポイント阻害薬投与患者における免
疫関連有害事象の発見契機と緊急入院に関する後
方視的検討
埼玉県	 草加市立病院 薬剤部1)	

草加市立病院 看護部2)

○伊藤剛貴1)　下山加奈恵1)　平野　航1)　男鹿宏和1)　
高橋未歩2)　木村直也1)

O10-4
がん薬物療法における薬剤師外来に対する医師へ
のアンケート調査による評価
東京都	 市立青梅総合医療センター 薬剤部1)	

市立青梅総合医療センター 呼吸器内科/外来
治療センター2)

○北野陽子1)　細谷嘉行1)　小山憲一1)　本田樹里2)　
松本雄介1)

O10-5
電子患者日誌「薬の安全まもるくん」を活用した
外来がん化学療法における薬剤師電話介入調査
千葉県	 医療法人徳洲会千葉西総合病院 薬剤部
○香取哲哉　河本怜史　金澤亜梨沙　荒木章宏　都田瑛子　

藤澤知美　塚田麻実　加藤紗耶香　都築竜太　青柳友彦　
吉田裕紀　木村　敦　小茂田昌代　出雲貴文



－46－

一般演題（ポスター示説）一般演題（ポスター示説）
８月22日（土）　P１
貼付時間　11：00～12：30
掲示時間　12：30～18：10
示説時間  （演題番号　P1- 奇数）　17：20～17：45
　　　　　（演題番号　P1- 偶数）　17：45～18：10
会　　場　国際展示場1階ホール7 ポスター会場

８月23日（日）　P２
貼付時間　８：20～９：50
掲示時間　９：50～16：00
示説時間  （演題番号　P2- 奇数）　15：10～15：35
　　　　　（演題番号　P2- 偶数）　15：35～16：00
会　　場　国際展示場1階ホール7 ポスター会場

P1-001
粉末注射製剤の溶媒量による理論濃度と実測濃度
の差の検討
長野県	 長野市民病院 薬剤部
○市之瀬大希　古川卓也　丸山晴生

P1-002
重心病棟定期処方における調剤簡素化の効果
山梨県	 国立病院機構 甲府病院
○白井　毅

P1-003
炭酸リチウム錠の簡易懸濁法による投与困難症例
の経験における原因の究明
神奈川県	 川崎幸病院 薬剤部
○昆　真生　臼田昌弘　樋口愛子

P1-004
一包化監査支援システム導入による監査時間の変
化および薬剤師負担の変化
埼玉県	 TMGあさか医療センター 薬剤部1)	

帝京平成大学 薬学部2)

○井上由香里1)　武田千春1)　秋元史也1)　野島優樹1)　
洞井素子1)　佐村　優2)　福田　稔1)

P1-005
全自動錠剤分包機のカセット内補充業務の改善と
その評価 
～バラ錠採用と予製導入による業務効率化～
埼玉県	 TMGあさか医療センター 薬剤部1)	

戸田中央総合病院 薬剤科2)

○内藤祐実1)　武田千春1)　尾内優也1)　田中和可子1)　
山口芽生1)　金井紀仁2)　福田　稔1)

P1-006
調剤支援端末の導入が調剤過誤に及ぼす影響 
～監査で指摘されたエラー件数及びその内容につ
いて～
千葉県	 東邦大学医療センター大森病院 薬剤部
○鈴木誠麗　木村伊都紀　安田　寛　坂本真紀　松本高広

P1-007
当院における疑義照会データを用いた傾向分析と
簡素化の検討
栃木県	 足利赤十字病院 薬剤部
○田沼永理子　矢部雅子　久間田佳彦　中山丈司　

邉見光利

P1-008
処方箋への腎機能情報記載および「腎」マーク導入
による薬剤適正使用推進への取り組み
栃木県	 足利赤十字病院 薬剤部
○榎本竜也　矢部雅子　久間田佳彦　中山丈司　邉見光利

P1-009
業務効率化に向けた院内処方箋への工夫
長野県	 市立大町総合病院
○武井康訓　平林あきほ　平林宗親　小寺美幸　

近藤小百合　百瀬泰行

P1-010
鴨川シーワールドにおける医薬品の使用実態に関
する調査 （第一報）
千葉県	 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部1)	

医療法人鉄蕉会 亀田クリニック 薬剤室2)	
医療法人鉄蕉会 医療管理本部 薬剤管理部3)

○上田明花1)　大場啓貴1,2)　平田一耕1,2)　舟越亮寛1,3)

P1-011
亀田総合病院における気管挿管時使用薬剤の実態
調査
千葉県	 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部1)	

医療法人鉄蕉会 亀田クリニック 薬剤室2)	
医療法人鉄蕉会 医療管理本部 薬剤管理部3)

○内田彩香1)　日下拓哉1,2)　大場啓貴1,2)　平田一耕1,2)　
舟越亮寛1,3)

P1-012
返品薬調査による薬剤費削減と業務負担軽減の可
能性について
埼玉県	 新座志木中央総合病院 薬剤科
○岡安彩佳　土田隼之祐　中内達也

P1-013
アンプル破損防止用の使い切り組み立て式紙製台
紙の作製と有用性の検討
千葉県	 千葉大学医学部附属病院 薬剤部1)	

丸金印刷株式会社2)

○山本晃平1)　渡辺健太1)　柴田みづほ1)　大久保正人1)　
新井さやか1)　明嵐裕美2)　工藤　茜2)　西尾正彦2)　
大谷英雄2)　勝沼令子2)　内田雅士1)　石井伊都子1)

8月22日（土）



－47－

P1-014
個別化医療支援プラットフォーム「NOVUMN」の
導入と薬剤師から事務職員への発注業務のタスク
シフトの効果
兵庫県	 社会医療法人愛仁会明石医療センター 薬剤科1)	

株式会社ビクトリー メディカル事業部2)	
株式会社ビクトリー3)

○福島　綾1,2)　寺沢匡史1,2)　一色かおり1)　田渕　一3)

P1-015
簡易温度管理スキーム「CuALI®」による高額医薬
品の廃棄ロス削減効果  
～ 当院における運用状況の報告～
栃木県	 那須赤十字病院 薬剤部
○田村華恵　礒　直輝　渡辺和海　塚田　光　内藤裕之　

金子和生　佐藤　学

P1-016
がん専門病院におけるNOVUMN®を活用したト
シリズマブの在庫管理への影響
栃木県	 栃木県立がんセンター
○関戸　駿　荒川雄一郎　田島　英　塩月智子　櫻澤有紀

P1-017
回復期リハビリテーション病棟における短時間薬
剤教育が他職種の臨床行動に与える影響
埼玉県	 東川口病院 薬剤科
○葛西雄斗　酒井裕介

P1-018
骨粗鬆症教育入院の概要と薬剤師の介入が原疾患
の診断につながった1例
栃木県	 上都賀総合病院 薬剤部1)	

上都賀総合病院 整形外科2)

○谷中志帆1)　伊東睦曜1)　加納亜由子1)　阿久津みわ2)　
野澤　彰1)

P1-019
回復期リハビリテーション病棟での多職種カンファ
レンスにおける処方提案の取り組み
神奈川県	 AMG 横浜なみきリハビリテーション病院 薬

剤科
○大石春菜　安達友真　関根仁彦

P1-020
薬剤師記録の質向上を目指したオーディットの取
り組み
兵庫県	 明石医療センター 薬剤科1)	

株式会社ビクトリー メディカル事業部2)

○山村真依子1)　吉田敏人1)　岩崎克也1)　河口義隆1)　
寺沢匡史2)

P1-021
令和8年度診療報酬改定対応に向けた当院の課題 
～病棟薬剤業務実施加算300点取得を目指して～
宮城県	 JR仙台病院 薬剤部
○腰澤美歩

P1-022
PT-INRとCcrを用いたトルバプタン効果予測ス
コアの探索的検討
長野県	 長野赤十字病院 薬剤部
○堀内彩瑛

P1-023
診療記録オーディット制の取り組みとその効果
埼玉県	 イムス三芳総合病院 薬剤部
○中島健太郎　阿蘇拡樹　渋谷麻里　大木稔也

P1-024
ダウノルビシンによる血管外漏出に対するデクス
ラゾキサン投与時に血管外漏出を経験した一例
群馬県	 群馬県済生会前橋病院
○千葉優斗　中嶋公了　井田真仁　新井量也　松浦雅人　

吉田仁志

P1-025
当院における消化管出血入院症例のOTC NSAIDs
使用状況の検討
神奈川県	 社会医療財団法人 石心会 川崎幸病院
○北野　遥　臼田昌弘　盛井万智　間柄遥陽　大森俊和　

樋口愛子

P1-026
骨粗鬆症治療におけるTスコア上昇量を比較した
可視化ツールの構築 
 ～Goal directed treatment支援～
長野県	 長野赤十字病院 薬剤部1)	

長野赤十字病院 整形外科2)

○髙津啓道1)　若林雅人1)　下枝貞彦1)　小西正晃2)　
小清水宏行2)

P1-027
作業療法士評価を活用した薬剤師主導のインスリ
ン実施可能性構築
栃木県	 那須赤十字病院 薬剤部1)	

同 リハビリテーション科部2)

○堀中大輔1)　熊倉万実子2)　池澤里香2)　佐藤　学1)

P1-028
生物学的製剤の投与負担と選好要因：疾患横断的
アンケート調査
千葉県	 医療法人鉄蕉会 亀田クリニック 薬剤室1)	

医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部2)	
医療法人鉄蕉会 医療管理本部 薬剤管理部3)

○佐久間莉奈1,2)　大場啓貴1,2)　大類朱莉1,2)　平田一耕1,2)　
舟越亮寛2,3)

P1-029
喘息患者を対象とした薬剤師外来の有用性の検討
千葉県	 医療法人鉄蕉会亀田クリニック 薬剤室1)	

医療法人鉄蕉会亀田総合病院 薬剤部2)	
医療法人鉄蕉会 医療管理本部 薬剤管理部3)

○日下拓哉1,2)　大場啓貴1,2)　平田一耕1,2)　舟越亮寛2,3)
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P1-030
術後疼痛管理チームにおける工夫と成果  
～薬剤師の役割を中心に～
千葉県	 国際医療福祉大学市川総合病院 薬剤部1)	

国際医療福祉大学市川総合病院 麻酔科2)	
国際医療福祉大学市川総合病院 看護部3)	
東京歯科大学口腔科学研究センター4)

○清水優貴1)　矢嶋瑠衣2)　阿部裕也1)　清水清香3)　
沢村優子3)　古山千尋3)　石嶋亜由子3)　門田佳子4)　
渡邉武明1)

P1-031
レミフェンタニル使用患者における人工呼吸中の
鎮静・鎮痛管理と安全性に関する後ろ向き単群観
察研究
東京都	 社会医療法人社団 健生会 立川相互病院 薬剤部
○桑野和奏　中島才博　長谷川美紀　中島元子　

江口祐美子

P1-032
外来での待機的内視鏡処置における薬剤師の事前
介入の意義
～診療報酬改定を見据えて～
千葉県	 AMG 津田沼中央総合病院 薬剤科
○川本拓馬　中野美晴　伊東美歩

P1-033
中小規模病院における大腿骨近位部骨折と処方薬
の実態調査
埼玉県	 AMG 伊奈病院
○櫻田直也　菊池偉孔　齋藤洵一郎

P1-034
当院心不全教室における取り組みと参加者の教育
ニーズに関するアンケート調査
神奈川県	 湘南鎌倉総合病院
○増田真友子　宮田祐一　高橋雪乃　小倉理夏子　

中村雅敏

P1-035
フェンタニル供給制限下における薬剤師介入が手
術件数維持と適正使用に与えた影響
埼玉県	 イムス富士見総合病院 薬剤部
○髙橋拓朗　野嶋直哉　上野　拓

P1-036
薬剤師外来における二重特異性T細胞誘導抗体薬
によるICANSスクリーニング体制の構築
東京都	 東京都立墨東病院
○矢吹彩乃　本澤伽椰　宇川このみ　成田航基　

安西麻衣子　鈴木礼乃　疋田絵梨　大﨑真美　寺山義泰

P1-037
当院における周術期薬剤管理業務の拡充に向けた
取り組み
栃木県	 地方独立行政法人 新小山市民病院 薬剤部門
○小関　剛　石塚和美　眞原達男

P1-038
術後疼痛管理チームにおける運用体制と薬剤師の
介入実態
神奈川県	 IMS（イムス）グループ 横浜旭中央総合病院 薬

剤部1)	
IMS（イムス）グループ 横浜旭中央総合病院 看
護部2)	
IMS（イムス）グループ 横浜旭中央総合病院 医
局 麻酔科3)

○渡邊咲良1)　種村弘樹1)　池上雅希2)　稲木敏一郎3)　
小串興平1)

P1-039
眼科単科病院における小児全身麻酔斜視手術への
薬剤師の関わりについて
東京都	 西葛西・井上眼科病院 薬剤課1)	

西葛西・井上眼科病院2)	
井上眼科病院3)

○鹿股めぐみ1)　桐原陽子1)　山口千晶1)　齋藤瑞華1)　
井澤真美1)　野﨑千里2)　溝田　淳2)　井上賢治3)

P1-040
眼科単科病院における外来手術患者への周術期処
方支援について
東京都	 西葛西・井上眼科病院 薬剤課1)	

西葛西・井上眼科病院2)	
井上眼科病院3)

○山口千晶1)　桐原陽子1)　鹿股めぐみ1)　齋藤瑞華1)　
井澤真美1)　溝田　淳2)　井上賢治3)

P1-041
整形外科手術における術前休薬確認率向上に向け
た取り組み
千葉県	 社会医療法人社団蛍水会 名戸ヶ谷病院 薬剤部
○加藤瑠梨　生島五郎　稲嶺盛佳　山田哲也　澁谷智美

P1-042
入院センター薬剤師の患者面談による術前休薬確
認の重要性
－休薬漏れが生じやすい薬剤の傾向－
長野県	 JA長野厚生連 北信総合病院 薬剤部
○髙見澤亜美　寺島孝徳　渡辺英理子　月舘　舞　

児玉菜摘　佐藤啓佑　岡澤香津子　花岡容子　小田切明　
久保田健

P1-043
電子カルテ内で運用可能な術前休薬支援Excelシー
トの構築
福島県	 呉羽総合病院 薬剤部1)	

呉羽総合病院 看護部2)

○白井　健1)　白石佳久1)　志田真澄2)
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P1-044
テキサス州から考えるこれからの調剤テクニシャ
ンのあり方
千葉県	 国際医療福祉大学 成田薬学部1)	

国際医療福祉大学成田病院2)

○宮内啓介1)　小林美唯1)　吉野禎章1,2)　髙橋彩花2)　
菅井一真2)　新海良祐1)　篠﨑浩司1,2)

P1-045
当院における処方代行入力プロトコルの導入につ
いて
千葉県	 千葉市立海浜病院 薬剤部1)	

千葉市立青葉病院 薬剤部2)

○島田英朗1)　西岡逸人1)　宮内令奈1)　田中雅代1)　
森永正樹2)　野田　茜1)　古川博則1)

P1-046
当院のTDM業務におけるタスクシフトの取り組み
～薬剤師によるTDM検査代行オーダについて～
千葉県	 地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院 薬

剤局
○増田有紀子　山口由美子　三浦弓枝　飯島孝子　

鈴木裕人　竹内千尋　中嶋章人　堀内麻美　川島美智子　
黒川久美子　佐々木芳枝　宮嵜義隆

P1-047
アミカシン吸入療法の導入における入院前準備に
関する薬剤師の介入
千葉県	 公益財団法人柏市医療公社 柏市立柏病院 薬剤

科1)	
公益財団法人柏市医療公社 柏市立柏病院 呼吸
器内科2)

○塚本麗花1)　杉原　潤2)　石井直子1)

P1-048
全身麻酔手術当日のCa拮抗薬・β遮断薬に対す
る術日内服継続指示入力のPBPM化
神奈川県	 AMG 金沢文庫病院 薬剤科
○小池紗弥　小川大輔　黒金悦子　根本将徳　濱野圭子　

加藤誠一朗　江藤彩奈　小野澤里奈　川井咲紀　
有本実穂子　髙橋しのぶ

P1-049
一包化錠剤仕分け装置TABSORT＋導入による返
薬業務効率化と調剤棚への戻し間違い防止対策
栃木県	 新小山市民病院 薬剤部門
○糸井真琳　石塚和美　坂田方俊　眞原達男

P1-050
DWHシステムCLISTA!を活用した薬剤部業務効
率化の実践例
埼玉県	 地方独立行政法人 埼玉県立病院機構 埼玉県立

小児医療センター薬剤部1)	
地方独立行政法人 埼玉県立病院機構 埼玉県立
小児医療センター医事担当2)

○松本　純1)　片山明香1)　嶋﨑幸也1)　齋藤恭子1)　
上田規靖2)

P1-051
LLMを活用したフォーミュラリ更新プロセスの効
率化に関する検討
神奈川県	 牧野リハビリテーション病院1)	

戸田中央総合病院2)	
大田池上病院3)	
八王子山王病院4)	
TMGあさか医療センター5)	
よこすか浦賀病院6)	
TMG本部7)

○陣内智美1)　金井紀仁2)　澤田雄太3)　中新田朋未4)　
武田千春5)　宮本拓也2)　清水　蓮6)　鈴木　智7)　
下舘桃子2)　宮﨑美子2)

P1-052
ユビー生成AIを用いた薬剤管理サマリーの作成と
有用性の検討
埼玉県	 戸田中央リハビリテーション病院
○楊箸有理

P1-053
持参薬鑑別システムの導入による鑑別時間への影
響
長野県	 長野県立病院機構 こころの医療センター駒ケ

根 薬剤部
○山本和幸

P1-054
薬局業務用デスクトップアプリによる業務効率化
山梨県	 甲府脳神経外科病院 薬局
○萩原和哉　石川文子　手塚俊郎

P1-055
JADERを用いたCOVID-19流行期におけるヒド
ロキシクロロキンとマクロライド併用によるQT
延長への影響
東京都	 東京都立小児総合医療センター 薬剤科
○奥村俊一　廣井順子

P1-056
未治療の糖尿病性黄斑浮腫患者に対する抗VEGF
薬へのステロイド併用の有効性と安全性の評価
東京都	 東京理科大学 薬学部
○土屋慶貴　嶋田修治

P1-057
GLP-1およびGLP-1/GIP受容体作動薬使用患者
における周術期の薬剤管理と有害事象に関する実
態調査
群馬県	 群馬県済生会前橋病院 薬剤部
○細野菜月　関根崇洋　小柳久美子　鈴木　拓　松浦雅人　

吉田仁志

P1-058
帯状疱疹ワクチン普及に向けた取り組み
長野県	 相澤病院 薬剤センター
○飯田正人
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P1-059
中小病院における高額冷所品廃棄削減への取組み
と効果
神奈川県	 医療法人社団相和会 渕野辺総合病院 薬剤部
○石崎勝彦

P1-060
薬剤部における業務改善活動の効果と課題について
~Googleフォームを用いたアンケート調査による分
析~
神奈川県	 湘南藤沢徳洲会病院 薬剤部
○池田奈々　石崎文子　澁谷　弘　荒川　亮　赤松柚有　

仲鉢英夫

P1-061
Googleフォームを活用した薬剤部業務改善シス
テムの構築と3年間の運用評価
神奈川県	 湘南藤沢徳洲会病院 薬剤部
○澁谷　弘　石崎文子　荒川　亮　赤松柚有　池田奈々　

仲鉢英夫

P1-062
睡眠障害治療におけるフォーミュラリ作成と睡眠
薬使用量の変化
千葉県	 社会医療法人社団さつき会袖ケ浦さつき台病院 

薬剤部
○大岩俊輝　武藤有希子　野崎雄平　安藤千聡

P1-063
疼痛管理中の患者における入院時持参麻薬の廃棄
実態に関する調査研究
東京都	 地方独立行政法人 東京都立病院機構 東京都立

豊島病院 薬剤科1)	
明治薬科大学 臨床薬効毒性解析学研究室2)

○野本雅裕1)　豊田真史1)　岡野芳彦1)　飯田　恵1)　
石田留美1)　城田幹生1)　安　武夫2)

P1-064
持続可能な院内教育体制に向けた勉強会形式変更
の試みと運営側の評価
埼玉県	 AMG 上尾中央総合病院 薬剤部
○櫻田さとみ　土屋裕伴　新井　亘

P1-065
注射抗がん薬のdose roundingによる薬剤費低減
効果
群馬県	 群馬県立がんセンター 薬剤部
○齋藤真紘　藤田行代志　星野英司　丹羽祥一　齊藤妙子

P1-066
バンコマイシン投与開始後Scr上昇例における腎
毒性因子の検討
群馬県	 SUBARU健康保険組合太田記念病院 薬剤部
○須永晋輔　坂田佳央　藤生　蓮　関崎直人　原佳津行

P1-067
診療報酬改定に準じた薬剤総合評価調整加算関連
手順書と診療報酬関連フローチャートのアップデー
トと運用
長野県	 JA長野厚生連北信総合病院
○小池恵理　岡澤香津子　小田切明　清野義一　久保田健

P1-068
パゾパニブ投与中に大動脈壁在血栓の急速な増大
を来し、急性下肢動脈閉塞症を発症した一例
東京都	 昭和医科大学 薬学部 病院薬剤学講座1)	

メビックス株式会社2)	
昭和医科大学 医学部 内科学講座 循環器内科部
門3)	
医療法人社団双愛会 ツインハート在宅クリニッ
ク品川4)	
昭和医科大学 医学部 内科学講座 腫瘍内科部門5)

○青木（宗友）咲子1)　齊藤　暦2)　金森捷太1)　
齋藤（森中）遥香1)　玉造竜郎1)　大石庸介3)　中村友哉3)　
入口菜々4)　有泉裕嗣5)　新家俊郎3)　堀池　篤5)　
嶋村弘史1)

P1-069
整形外科領域におけるトラマドールおよびCa2+チャ
ネルα2δリガンドと転倒転落の後方視的検討
埼玉県	 AMG 上尾中央 総合病院 薬剤部
○加藤優花　櫻田さとみ　土屋裕伴　新井　亘

P1-070
薬剤性臓器肝障害疑診患者に対する白血球遊走試
験の検討
新潟県	 新潟白根総合病院 薬剤科1)	

ドラッグイレブン 大東店2)	

新津医療センター病院 内科3)

○大瀧翔太1)　翁長寛人2)　 豊島宗厚3)　古川智康1)

P1-071
ブレクスピプラゾール服用中に悪性症候群を経験
した2症例
埼玉県	 大宮共立病院
○山﨑初音　三友由華　八木裕理詠　中村綾乃

P1-072
多剤併用の患者における抗コリン負荷と低栄養リ
スクの関連
埼玉県	 慈正会 丸山記念総合病院 薬剤科1)	

慈正会 丸山記念総合病院 内科2)

○高野友輔1)　荒幡優花1)　小川優奈1)　白川絢子1)　
嶋田一也2)　髙田康雄1)

P1-073
抗コリン薬リスクスコアと転倒転落スコアの関連
について
栃木県	 佐野厚生総合病院 薬剤部
○磯貝早希
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P1-074
ゾレドロン酸初回投与後の急性期反応が骨折発生
率および骨密度・骨代謝マーカーの変化に与える
影響
千葉県	 東邦大学医療センター佐倉病院 薬剤部1)	

東邦大学 薬学部 臨床薬剤学教室2)	
橋本病院 整形外科3)	
公益財団法人慈圭会 慈圭病院 薬局4)

○小川　叡1)　平井成和1)　佐藤　啓1)　瀧川正紀2)　
山本乃利男3)　小武和正4)　増田雅行2)　土井啓員1)

P1-075
抗菌薬・デクスメデトミジン併用下でTdPを発症
し薬学的介入により救命に成功した一例
茨城県	 水戸済生会総合病院 薬剤部 救急認定薬剤師1)	

水戸済生会総合病院 薬剤部2)

○大野太裕1)　藤枝裕郎2)

P1-076
タゾバクタム/ピペラシリンによる低カリウム血
症に関する観察研究
東京都	 順天堂大学医学部附属練馬病院1)	

順天堂大学医学部附属順天堂東京江東高齢者医
療センター2)

○成澤理世1)　小島悠平1)　雅樂晏里沙1)　木村悠人1)　
家入奈央1)　森本景子1)　近藤泰礼1)　原田好子1)　
立沢正臣2)　下　泰司1)

P1-077
多剤併用患者における薬物相互作用を契機とした
摂食不良に対し実務実習生と介入した一例
栃木県	 国際医療福祉大学那須医療センター
○岩本瑞姫　風岡真実　工藤正純

P1-078
短期間プロトンポンプ阻害剤服用による腎機能へ
及ぼす影響
神奈川県	 横浜市立市民病院 薬剤部
○加藤みなみ

P1-079
急性網膜壊死に対する高用量アシクロビル投与時
の有害事象調査
神奈川県	 横浜市立大学附属病院 薬剤部
○横山りさ　安島秀友　若杉　正　小池博文

P1-080
閉鎖式薬物移送システム（CSTD）変更後の評価と
課題の検討
長野県	 地方独立行政法人 長野市民病院
○古川卓也　久保田豊　深沢健一　大野智晃　常田百合　

柳澤紀香　坂上　歩　丸山晴生

P1-081
岩手県立中部病院におけるペルツズマブ・トラス
ツズマブ点滴製剤と皮下注製剤の使用状況比較と
有用性の調査
岩手県	 岩手県立磐井病院 薬剤科1)	

岩手県立中部病院 薬剤科2)

○菊池亮大1)　山田　廉2)　高橋康介1)　新沼さおり1)　
菊地秋子1)

P1-082
婦人科領域におけるパクリタキセル過敏反応に対
する希釈液と投与速度が治療継続に及ぼす影響
長野県	 長野赤十字病院 薬剤部
○武田莉紗　土屋直彦　下枝貞彦

P1-083
オラパリブおよびニラパリブによる副作用の発生
予測因子の探索
栃木県	 国際医療福祉大学 薬学部1)	

国際医療福祉大学那須医療センター2)	
国際医療福祉大学 成田薬学部3)

○山本　梓1)　東　湧真2)　吉成宏顕2)　野村彩衣3)　
髙﨑新也1)

P1-084
薬剤性曝露に対する取り組み
群馬県	 JCHO 群馬中央病院 薬剤部
○田中健太　千吉良幸子　新木美枝　坂本治彦

P1-085
化学療法を実施するにあたり開始前に必要な開始
薬・中止薬を整理した院内マニュアルの作成
群馬県	 多野藤岡医療事務市町村組合 公立藤岡総合病

院 薬剤部
○中山和彦　増野貴司　岩崎英久　桜沢千世

P1-086
がん専門薬剤師認定取得前後における処方提案の
PCNE分類別構成と臨床的有効性の変化
長野県	 長野赤十字病院 薬剤部
○土屋直彦　下枝貞彦

P1-087
当院におけるアミバンタマブの皮膚障害の発現状
況
山梨県	 山梨県立中央病院 薬剤部
○齊藤雄大　朝川裕太　佐久間大樹　若月淳一郎　

金　永進　松本香織

P1-088
制吐薬適正使用ガイドラインに関する講義および
理解度確認テストによる知識向上と定着度推移の
評価
千葉県	 IMSグループ 新松戸中央総合病院 薬剤部
○坂井海斗　酒井由希子　川村真理恵　柳田義一
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P1-089
抗がん薬による環境汚染に対するHDプロテクト®

を用いた清掃効果の検討
東京都	 町田市民病院 薬剤科
○土橋俊文　服部多映子　田中浩明

P1-090
進行再発膵癌に対するGnP療法における投与スケ
ジュール変更が治療強度及び治療効果へ及ぼす影
響
東京都	 日本私立学校振興・共済事業団 東京臨海病院
○大塚英希　勝田　誠

P1-091
婦人科領域におけるカルボプラチン投与回数と過
敏症発現に関する調査
神奈川県	 神奈川県厚生農業協同組合連合会 相模原協同

病院 薬局
○山崎佑佳　入江良之　光野真弓　江口善美

P1-092
ドセタキセルによる皮膚障害出現後も治療継続で
きた1症例
千葉県	 東葛病院 薬剤部1)	

東葛病院 外科2)

○菊池知美1)　スレスタサントス2)

P1-093
乳癌周術期化学療法における dose rounding の実
施状況と投与量変化に関する検討
神奈川県	 横浜市立みなと赤十字病院 薬剤部
○轟　弥琴　檜垣佳子　杉村直紀　野口ひなた　柳内亮祐　

男全昭紀　阿部多一　井口恵美子

P1-094
FTD/TPI+BEV導入後早期の腫瘍マーカーの増大
は予後予測因子となるか
神奈川県	 横浜栄共済病院 薬剤部
○圖師美波　田中　康　兼田育歩　田隝博樹　山田裕之

P1-095
当院における切除不能膵癌のナノリポソーム型イ
リノテカン/5-FU/LV療法による副作用発現状況
の調査
千葉県	 総合病院国保旭中央病院 薬剤局1)	

化学療法科2)

○渡邊陽介1)　鈴木聡子1)　大木雅貴1)　堀内麻美1)　
廣田佳孝1)　中村　朗2)　宮嵜義隆1)

P1-096
Pembro+CBDCA+PEM療法中に重篤な骨髄抑制
を認めた一症例
茨城県	 筑波大学附属病院 薬剤部1)	

筑波大学 医学医療系呼吸器内科2)	
筑波大学 医学医療系臨床薬剤学3)

○石川来実1)　鈴木嘉治1)　塩澤利博2)　渡辺雄介1)　
土岐浩介1,3)　本間真人1,3)

P1-097
がん化学療法における疑義照会およびPBPM介入
の実態と内容分析：単施設後ろ向き研究
神奈川県	 横浜市立みなと赤十字病院 薬剤部
○前田悠羽　木村優佳　村田ひより　檜垣佳子　

野口ひなた　柳内亮祐　男全昭紀　阿部多一　
井口恵美子

P1-098
当院におけるEpcoritamabによるサイトカイン放出
症候群発現状況と発現要因に関する後方視的検討
長野県	 まつもと医療センター 薬剤部
○小沼大祐　西村　巧　岩本大紀　寳福　誠

P1-099
ニボルマブ投与によりサイトカイン放出症候群を
発症し対処した1症例
千葉県	 帝京大学ちば総合医療センター1)	

帝京大学ちば総合医療センター 外科2)

○箙　陽香1)　佐々木祥子1)　小池健太1)　三浦幹剛1)　
首藤潔彦2)　飯塚雄次1)

P1-100
ハイボリュームセンターにおける入院抗がん剤調
製の事前承認運用導入の検証
千葉県	 千葉県がんセンター 薬剤部1)	

千葉県がんセンターがん予防センター2)

○榎本俊也1)　関根佳代1)　髙橋佳代1)　菅野ゆみか1)　
鈴木祐介1)　道端伸明2)　𠮷田善紀1)

P1-101
イリノテカンによるコリン様症状の遷延が示唆さ
れた1例
神奈川県	 IMS（イムス）グループ 横浜旭中央総合病院 薬

剤部
○森田胡桃　川田史朗　小串興平

P1-102
安全管理体制構築を目指した内服抗がん薬導入時
の実態調査
千葉県	 国保直営総合病院 君津中央病院 薬剤科
○古川祥子　福岡俊宏　朝生貴史　佐野綾乃　内海彩花　

末政忠巳

P1-103
当院における動物咬創患者への抗菌薬の処方動向
調査
新潟県	 新潟県厚生連佐渡総合病院 薬剤部
○森岡　諒　霍間尚樹　菊地健夫

P1-104
当院における侵襲性肺アスペルギルス症の年次推
移および抗真菌薬使用動向
新潟県	 厚生連佐渡総合病院 薬剤部
○菊地健夫　森岡　諒　霍間尚樹
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P1-105
中小病院における広域抗菌薬使用届の内容変更に
よる使用状況の比較検討～（中間報告）
栃木県	 石橋総合病院 薬剤部
○上野康之　上野侑里　三村政貴　斎藤和悦

P1-106
医療従事者の新型コロナウイルスワクチン接種に
対する意識調査
長野県	 飯田市立病院 薬剤部1)	

飯田市立病院 医療安全管理部2)	
飯田病院 医療安全管理室3)	
飯田病院 看護部4)	
社会医療法人健和会 健和会病院 医療安全管理
室5)	
社会医療法人健和会 健和会病院 看護部6)	
下伊那赤十字病院 看護部7)

○佐藤誠一1)　市瀬雄一1)　桜井一彰2)　永松さゆり3)　
福地明子4)　関島　香5)　胡桃沢昌子6)　松下美幸7)　
知久由奈7)　前島光廣1)

P1-107
黄色ブドウ球菌菌血症におけるマネジメント・バ
ンドルの遵守率の調査
新潟県	 新潟県立中央病院 薬剤部1)	

新潟県立中央病院 臨床検査科2)	
新潟県立中央病院 総合診療科3)	
新潟県立中央病院 看護部4)

○福田宏次1)　伊藤多恵子1)　羽賀純子2)　古川俊貴3)　
小川信希3)　山下佳美4)

P1-108
脳室腹腔シャント抜去困難な再燃性髄膜炎に対し
AST薬剤師が介入した長期経口抗菌薬ローテーショ
ンの1例
群馬県	 伊勢崎市民病院 薬剤部1)	

伊勢崎市民病院 脳神経外科2)

○塩ノ谷明彦1)　岡村晃義1)　栗原康弘1)　相島　薫2)

P1-109
当院における AST 活動報告
〜バンコマイシンTDM 薬剤師の役割〜
群馬県	 社会医療法人鶴谷会鶴谷病院
○細野秀樹

P1-110
広域抗菌薬の使用量報告によるメロペネム削減効
果
山梨県	 AMG 笛吹中央病院 薬剤科
○加藤善大　山川美波

P1-111
当院におけるボリコナゾールの使用患者の実態調
査
新潟県	 新潟県立新発田病院 薬剤部
○高橋淳一　石井　良　佐々木祐海　山田宜和

P1-112
当院におけるTAZ/PIPC使用症例の実施状況と抗
菌薬適正使用啓発に向けた検討
長野県	 飯山赤十字病院 薬剤部
○安岡信弘　西澤さとみ　滝澤康志

P1-113
当院におけるバンコマイシンとピペラシリン/タ
ゾバクタム併用による腎機能障害発現率の検討
埼玉県	 埼玉県済生会加須病院 薬剤部
○林　　玄

P1-114
中規模病院におけるバンコマイシンTDM運用の
現状と課題
東京都	 社会医療法人財団仁医会 牧田総合病院 薬剤部
○佐藤正太郎　伊藤正甫

P1-115
注射混注時の手袋着用率の向上へ向けての活動の
評価
埼玉県	 春日部中央総合病院 薬剤部1)	

春日部中央総合病院 看護部2)

○宮地　愛1)　明石久実1)　小林正弥2)　川島　実2)　
野口宣之1)　佐藤拓行1)

P1-116
注射用抗菌薬使用評価におけるAUD・DOT・
DASCの経年推移評価と相関解析
東京都	 イムスグループ 高島平中央総合病院 薬剤部1)	

イムスグループ薬剤部 学術研究委員会2)

○中村由雅1)　大木稔也2)　大久保利成2)　村本優樹2)　
難波傑司1)　綿森晶子1)

P1-117
当院におけるAUD、DOT、AUD/DOTを用いた
抗菌薬使用状況調査
埼玉県	 AMG 上尾中央第二病院 薬剤部
○赤池沙織　佐藤　要　菅　英治　松本賢志

P1-118
抗菌薬適正使用支援を目的とした特定抗菌薬届出
ポップアップ運用の構築
千葉県	 平和台病院
○川村恒平　髙橋裕之

P1-119
薬剤委員会とAST連携による抗菌薬採用規格の見
直しと投与量適正化の評価
宮城県	 栗原市立栗原中央病院 薬剤部1)	

栗原市立栗原中央病院 AST2)

○柏﨑　潤1,2)　鈴木多加也1)　上野賀子2)　横澤英子2)　
髙橋裕保1)　平潟洋一2)　宇佐美修2)
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P1-120
ラスクフロキサシン採用によるP. aeruginosaの
感受性への影響
新潟県	 国立病院機構 西新潟中央病院 臨床研究部1)	

国立病院機構 西新潟中央病院 薬剤部2)

○小金澤佑太1)　山本輝尚2)　金田知詞2)　石川光信2)

P1-121
AFS前後によるCandida血症マネジメント・バン
ドルと抗真菌薬投与量の適正率の変化
埼玉県	 IMS（イムス）グループ イムス三芳総合病院
○前田　翼　長谷川巧　横塚久代　大木稔也

P1-122
当院におけるバンコマイシンTDM実施状況の調
査
茨城県	 茨城県厚生連 総合病院土浦協同病院 薬剤部
○梶川奈々恵　宮岡実穂　安藤寛子

P1-123
当院の眼科手術時における抗菌薬点眼の使用状況
と今後の課題
新潟県	 信楽園病院
○渡邉良子

P1-124
訪問薬剤管理指導における多職種連携の有用性 
― 精神疾患患者2症例の検討 ―
山梨県	 HANAZONOホスピタル 薬剤課1)	

HANAZONOホスピタル 訪問チーム2)

○雨宮健太1)　千野由貴子2)　上田哲也2)

P1-125
睡眠薬適正使用に向けた処方動向調査
新潟県	 新潟県地域医療推進機構魚沼基幹病院 薬剤部1)	

新潟県地域医療推進機構魚沼基幹病院 精神科2)

○山岸宏和1)　西　由之1)　関口陽子1)　渡部雄一郎2)

P1-126
薬剤師が関与したクライシスプランの運用2症例
の検討
山梨県	 HANAZONOホスピタル 薬剤課1)	

わだふぁみりあ2)	
HANAZONOホスピタル 作業療課3)

○杉山一輝1)　雨宮健太1)　清水良浩2)　眞田大輝3)

P1-127
認知症ケアラウンドにおける薬剤師介入の有用性 
―多職種連携による認知症周辺症状評価と薬物療
法適正化―
埼玉県	 AMG 吉川中央総合病院 薬剤科
○野上知隆　相良克海　海老根卓也

P1-128
当院における認知症ケアチームの活動状況
千葉県	 千葉市立海浜病院 薬剤部1)	

千葉市立海浜病院 認知症ケアチーム2)

○石倉　成1,2)　津田千波2)　薄井正俊2)　村上千晴1)　
田中雅代1)　野田　茜1)　古川博則1)

P1-129
高齢入院患者におけるせん妄対策推奨薬の使用実
態と、せん妄発生に関する調査
神奈川県	 横浜市立市民病院 薬剤部
○小林里彩

P1-130
妊婦・授乳婦専門薬剤師および妊婦・授乳婦薬物
療法認定薬剤師の周産期薬物療法への関与実態：
全国調査
愛知県	 日本病院薬剤師会 令和7年度学術第1小委員会1)	

一宮市立市民病院2)	
独立行政法人 国立病院機構 岡山医療センター 
薬剤部3)	
信州大学医学部附属病院 薬剤部4)	
東北医科薬科大学 薬学部 地域医療薬学教室5)	
千葉県済生会習志野病院 薬剤部6)	
JA広島総合病院 薬剤部7)	
東北医科薬科大学病院 薬剤部8)

○杉浦あゆみ1,2)　赤阪未来1,3)　小澤秀介1,4)　菊池大輔1,5)　
岩佐千尋1,6)　三木陽介1,7)　畠山史朗1,8)

P1-131
精神疾患既往を有する妊産婦における向精神薬服
用と希死念慮の関連
栃木県	 国際医療福祉大学 薬学部1)	

国際医療福祉大学 成田薬学部2)	
国際医療福祉大学那須医療センター3)

○宮澤彩音1)　野村彩衣2)　東　湧真3)　吉成宏顕3)　
髙﨑新也1)

P1-132
膵腎移植後妊婦における周産期の免疫抑制薬管理
の1例
栃木県	 那須赤十字病院 薬剤部1)	

那須赤十字病院 産婦人科2)	
那須赤十字病院 外科3)

○柿沼博子1)　堀中大輔1)　福田紫穂2)　白石　悟2)　
礒　幸博3)　佐藤　学1)

P1-133
乳児てんかん性スパズム症候群を合併したダウン
症児への服薬支援
山梨県	 山梨県立中央病院 薬剤部
○天野結衣　窪田博紀　山本弓子　松本香織

P1-134
小児専門病院におけるFLACCスケール用いた術
後疼痛管理の状況
東京都	 東京都立小児総合医療センター
○今成　甫　奥村俊一　大石一彦　廣井順子
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P1-135
妊娠・授乳期の薬物療法を支援した特発性血小板
減少性紫斑病合併妊娠の一例
長野県	 JA長野厚生連佐久総合病院佐久医療センター 

薬剤部
○清水彩子

P1-136
高齢化社会における地質学的要因と褥瘡ケア需要
との関連
千葉県	 国際医療福祉大学 成田キャンパス薬学部
○塚瀬　成　新海良祐　西澤侑祐　篠原絃希　富田　隆

P1-137
当院における亜鉛含有製剤投与患者の血清亜鉛・
血清銅測定状況および薬剤師の意識調査
千葉県	 新松戸中央総合病院 薬剤部
○佐藤ねね　佐野弘武　村本優樹　栁田義一

P1-138
ビスホスホネート製剤使用患者における低リン血
症の発症についての検討
東京都	 昭和医科大学 薬学部臨床薬学講座臨床栄養代

謝学部門
○増田朱里　岡本まとか　唐沢浩二　千葉正博

P1-139
救急外来における薬剤師介入により市販薬過量服
薬を同定し早期治療に寄与した一例
長野県	 飯田市立病院 薬剤部
○桃原周杜　佐藤誠一　前島光廣

P1-140
危険予知トレーニングを用いた薬剤部の減災対策
埼玉県	 AMG 彩の国東大宮メディカルセンター 薬剤

部
○坂井美涼　羽中田裕矢　吉田憲司　清水　裕　矢吹直寛

P1-141
当院における小児・若年者の誤飲・過剰摂取症例
に対する薬剤師介入の実態調査
千葉県	 松戸市立総合医療センター 薬局1)	

松戸市立総合医療センター 小児医療センター 
小児科2)

○長澤　梢1)　村田はるか1)　伊吹千穂1)　森　雅人2)　
高橋憲二1)

P1-142
慢性腎臓病患者におけるSGLT2阻害薬使用状況
と薬剤師介入の必要性
栃木県	 足利赤十字病院
○鈴木希実　矢部雅子　邉見光利

P1-143
消化器症状を契機とした経口メトトレキサートか
ら皮下注製剤への切り替えとその臨床経過調査
千葉県	 総合病院国保旭中央病院 薬剤局1)	

総合病院国保旭中央病院 アレルギー・膠原病
内科2)

○長谷川えり1)　廣田佳孝1)　堀内麻美1)　鈴木聡子1)　
川島美智子1)　加々美新一郎2)　宮嵜義隆1)

P1-144
イメグリミンの添付文書改訂に伴う腎機能に応じ
た処方状況および安全性の検討
神奈川県	 済生会横浜市南部病院 薬剤部
○藤丸心夢

P1-145
当院におけるダパグリフロジンの使用状況と安全
性の評価
茨城県	 県北医療センター高萩協同病院 薬剤部
○赤羽邦明

P1-146
透析患者におけるESAからHIF-PH阻害薬へ切り
替え後の実態調査
茨城県	 社会医療法人 若竹会 つくばセントラル病院 薬

剤部
○青木日向子　水間捺美　長沢法子

P1-147
中規模病院における心不全再入院予防に向けた多
職種チームでの取り組み
東京都	 社会医療法人財団仁医会牧田総合病院 薬剤部
○新保有紀　上山穂乃　佐藤正太郎

P1-148
2型糖尿病患者におけるイメグリミン投与による
有用性の検討
千葉県	 医療法人徳洲会 千葉徳洲会病院
○藤原理恵子　福井宗憲　涌田みずき

P1-149
心不全患者の入院中のGDMT実施状況に関する調
査
福岡県	 JCHO久留米総合病院 薬剤部
○松崎　雄　白石　亘　野田聖奈子　武田なつか　

黒木智子　篠崎千尋　三上忠司　柿原圭佑　浦瀬剛嗣

P1-150
SGLT2阻害薬の服薬指導の課題と標準化に向けた
実態調査
神奈川県	 横浜旭中央総合病院 薬剤部
○谷健一朗　堤　瑛子　東垂水裕和　小串興平
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P1-151
当院におけるインスリンイコデク導入によるイン
スリン治療の変化
新潟県	 魚沼市立小出病院 薬剤科
○佐々木陸　安達　文　駒形　遥　石田寛雄　

久保寺奈都子　廣井幸枝

P1-152
薬剤総合評価調整加算取得にむけた業務オペレー
ションの見直し
東京都	 済生会向島病院 薬剤科1)	

済生会向島病院 情報システム推進課2)

○新田正子1)　柴田健太2)　西嶌奈緒子1)　長谷川由佳1)　
武藤詩奈1)　山本麻衣子1)　松尾健介1)

P1-153
退院時薬剤管理サマリー作成の取り組みと、地域
連携強化の課題について
東京都	 社会医療法人社団 健友会 中野共立病院
○田中雄大　小野修治

P1-154
病院薬剤師が関与した地域災害薬事連携体制構築
に向けた実態調査と課題整理
千葉県	 聖隷佐倉市民病院 薬剤科
○堀井亮平　葛巻彩花　天野正康　大木麻理子　桑原健太　

富田歩子

P1-155
医薬薬連携情報提供書（トレーシングレポート）
の振り返りと、今後の取り組みへの課題
千葉県	 国保多古中央病院 薬剤科
○木内陽子　石原由香里　那須あけみ　平山浩二　

渡邉範仁

P1-156
上田地域におけるCKDシール運用2年後の実態調
査
長野県	 国立病院機構 信州上田医療センター1)	

国立病院機構 東京医療センター2)

○赤平淳美1)　山極春子1)　谷健太郎2)　阿部直樹1)

P1-157
心不全患者のフォローアップ充実に向けた薬薬連
携に関するアンケート調査
長野県	 諏訪赤十字病院 薬剤部
○有賀惟登

P1-158
肝硬変患者における薬剤管理サマリーの再現性向
上に向けた項目改善
埼玉県	 獨協医科大学埼玉医療センター 薬剤部
○老川未夢　大村友崇　細田涼太　多田幸子　鈴木伸志

P1-159
長野県立信州医療センターにてはじめて在宅での
ドブタミン持続静注を導入し、入院から訪問まで
関わった症例
長野県	 長野県立信州医療センター
○田端真理生　三澤貴美　田中健二

P1-160
薬薬連携の強化に向けた薬剤管理サマリーの運用
変更
神奈川県	 AMG 横浜鶴見リハビリテーション病院 薬剤

科
○大滝智陽　森園芹奈　渡邉美耶子　山川加奈子　

宮本裕斗　志摩瑞歩　瀧澤幸三

P1-161
ポリファーマシー対策強化に向けた薬剤管理サマ
リー活用の実態調査
埼玉県	 イムス三芳総合病院 薬剤部
○大澤優香　大木稔也　渋谷麻里　阿蘇拡樹

P1-162
保険薬局における薬剤管理サマリーの活用実態と
求められる記載内容に関するアンケート調査
東京都	 社会医療法人財団 仁医会 牧田リハビリテーシ

ョン病院 薬剤課1)	
社会医療法人財団 仁医会 牧田総合病院 薬剤部2)

○久米明日香1)　大塚早貴2)

P1-163
安全管理が必要な薬剤の取り扱いに関する知識向
上を目的とする研修会の効果
埼玉県	 IMSグループ 医療法人財団明理会 新越谷病院 

薬剤部1)	
IMSグループ イムス三芳総合病院 薬剤部2)

○我妻志保1)　長谷部衣麻1)　大木稔也2)

P1-164
院外処方箋に添付した臨床検査値情報の活用に関
する調査
山梨県	 山梨大学医学部附属病院 薬剤部
○髙橋　翔　宮本　仁　有賀あいみ　鈴木貴明

P1-165
当院における自己管理チェックシートの改訂によ
る影響の検討
千葉県	 塩田記念病院 薬剤科
○田中航平

P1-166
ACE阻害薬×血液浄化関連機器における併用禁
忌・注意記載の非対称性評価
千葉県	 国際医療福祉大学 成田薬学部
○伊藤拓巳　小倉悠馬　金城天花　久保田滉大　齋藤　澪　

白井　晴　藤本隼颯　宮里　倫　藤原裕未　新海良祐　
野村彩衣　富田　隆
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P1-167
全自動PTPシート払出装置導入による調剤ミス事
例の変化（第2報）
茨城県	 筑波大学附属病院 薬剤部1)	

筑波大学 医学医療系臨床薬剤学2)

○木村光希1)　森山侑太1)　鈴木嘉治1)　細野智美1)　
本間真人1,2)

P1-168
新人薬剤師におけるヒヤリハット事例の傾向分析

（第2報）
神奈川県	 横浜旭中央総合病院 薬剤部
○横田成美　東垂水裕和　小串興平

P1-169
プレアボイド症例の情報共有が薬剤師のプレアボ
イド報告に与える影響
新潟県	 魚沼基幹病院 薬剤部
○西　由之

P1-170
薬剤のインシデント報告の解析
東京都	 社会福祉法人 東京有隣会 有隣病院
○妻鹿宏美

P1-171
入院中の抗コリン薬リスクスケールを指標とした
転倒転落事例の関連と再発防止につながる介入の
検討
東京都	 社会医療法人財団 大和会 武蔵村山病院 薬剤科1)	

武蔵村山病院 薬剤科2)

○須嵜和也1)　山﨑理恵2)　星谷悠吾2)

P1-172
群馬県における薬剤師確保対策 高校生病院薬剤
師体験セミナーを開催して
群馬県	 JCHO群馬中央病院1)	

一般社団法人 群馬県病院薬剤師会2)	
高崎健康福祉大学 薬学部3)	
医療法人石井会 石井病院4)	
高崎健康福祉大学5)	
群馬県済生会前橋病院6)	
太田記念病院（SUBARU健康保険組合）7)

○新木美枝1,2)　中村浩規2,3)　峰村　孝2,4)　大林恭子2,5)　
吉田仁志2,6)　原佳津行2,7)

P1-173
薬学生臨床実務実習の内容充実に向けた取り組み
新潟県	 下越病院
○坂井厚志

P1-174
事前動画視聴と実技講習を組み合わせた薬剤部内
BLS講習の教育効果
栃木県	 獨協医科大学日光医療センター 薬剤部
○増渕龍一郎　吉成　徹　渡邊紘子　丸山林土　坂本鉄弥

P1-175
筑波大学附属病院における薬学実務実習（第3報） 
-病院内評価について-
茨城県	 筑波大学附属病院 薬剤部1)	

筑波大学 医学医療系 臨床薬剤学2)

○鈴木嘉治1)　一水翔太1)　井坂由佳1)　細野智美1)　
土岐浩介1,2)　本間真人1,2)

P1-176
新潟厚生連の専門認定薬剤師の取得状況 
～アンケートを実施して見えてきた課題～
新潟県	 新潟厚生連 長岡中央綜合病院 薬剤部1)	

新潟厚生連 新潟医療センター2)	
新潟厚生連 柏崎総合医療センター3)

○佐藤　康1)　細川浩輝2)　廣瀬龍樹3)

P1-177
病院実務実習が希望職種に与える影響因子の検討
神奈川県	 総合相模更生病院
○大石将義　稲葉健二郎

P1-178
薬剤部セントラル業務における新入職員への薬剤
師プリセプター制度導入の取り組み
東京都	 杏林大学医学部付属病院
○河原美香　小林庸子　小田切祐希　小宅菜月　菊地理乃　

内藤有咲　岩﨑有沙　髙橋里沙　濵田聖奈　宮川華奈　
臼井浩明　吉田　正

P1-179
外部薬剤師によるスポット支援の有効性と課題に
関する実態調査
茨城県	 医療法人桜丘会水戸ブレインハートセンター 

薬剤科
○鴨志田聡　猿田陽子

P1-180
当院の女性薬剤師における妊娠・育児支援制度の
現状と課題  
―妊娠前から復帰後の勤務体制に対する調査―
埼玉県	 獨協医科大学埼玉医療センター 薬剤部
○殿村ひとみ　武田佳穗里　冨岡成美　鈴木伸志

P1-181
当院ホームページを利用した人材確保の取組みと
google analyticsによる分析(第2報)
福島県	 労働者健康安全機構 福島労災病院 薬剤部
○長嶋一泰　高木俊輝　住谷真里子　唐橋勝彦　杉山昌宏　

照沼保徳　荻野訓秀　上平美穂子

P1-182
摂食嚥下サポートチームの活動と薬剤師の役割
山梨県	 山梨県立中央病院 薬剤部
○古屋彩美　乙黒　咲　清水悠太　松本香織
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P1-183
茨城県での病院薬剤師確保に向けた2年間の活動
報告
茨城県	 筑波メディカルセンター病院 診療技術部 薬剤

科
○糸賀　守

 

P2-001
調剤機器更新後の業務負担軽減・薬剤師満足度の
評価と一包化錠剤仕分け装置導入による経済効果
の検討
埼玉県	 AMG 上尾中央総合病院
○中嶋友哉　中野　舞　河田慎也　新井　亘

P2-002
調剤支援システム導入による調剤ミス防止効果の
検討
東京都	 NTT東日本関東病院 薬剤部
○山田和花菜　田沼道也　大塚祥子　清水幸雄　田中昌代

P2-003
返薬推進チーム設置によるTABSORT+
返薬業務改善効果の検討
東京都	 IMS（イムス）グループ 板橋中央総合病院 薬剤

部
○石合崇人　明星瑠璃　寺川眞由　山本亜季　渡邊菜々子　

新堀千香　小田　慎

P2-004
Excelマクロを用いた一包化調剤鑑査支援ツール
の有用性の評価
千葉県	 国保旭中央病院 薬剤局
○峯　昌吾

P2-005
当院における計数調剤管理システムの活用方法に
ついて
千葉県	 東千葉メディカルセンター 薬剤部
○遠山恵莉　竹内美由紀　岩本翔平　田中有加　齋藤美香　

川戸一輝　高橋里奈　稲野祥宗

P2-006
消化管領域における院内製剤「滅菌墨汁」の製剤
原料販売中止に伴う代替品の製剤学的検討および
使用感調査
千葉県	 千葉大学医学部附属病院 薬剤部1)	

千葉大学医学部附属病院 消化器内科2)

○大久保誠士1)　鈴木日向子1)　保ヶ辺雄也1)　
ROONGPAIROJYANIKA1)　竹田真理子1)　髙塚博一1)　
對田　尚2)　内田雅士1)　加藤　順2)　石井伊都子1)

P2-007
画像認識を用いた一包化監査システムによる調剤
の効率化
千葉県	 千葉大学医学部附属病院 薬剤部
○平田健介　須藤知子　早川美菜子　大久保正人　

新井さやか　内田雅士　石井伊都子

P2-008
化学療法業務における注射薬混注監査システム導
入による有用性の評価
埼玉県	 春日部中央総合病院 薬剤部
○仁井田絵里　佐藤拓行　河田紗会　野口宣之

8月23日（日）
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P2-009
散剤業務削減による調剤業務の効率化
千葉県	 国保直営総合病院 君津中央病院 薬剤科
○田原尚宏　小野竜也　小林　恵　瀬戸真里奈　福地修也　

古川祥子　千葉美希　川野元美紀　末政忠巳

P2-010
配薬カートの視認性向上を目的としたリマインド
カードによる内服薬無投薬対策と今後の展望
埼玉県	 AMG 白岡中央総合病院 薬剤部1)	

AMG 白岡中央総合病院 看護部2)	
AMG 白岡中央総合病院 栄養科3)	
AMG 白岡中央総合病院 医事課4)	
AMG 白岡中央総合病院 医療安全管理課5)

○馬場　歩1)　鴨志田美幸2)　福田有紗3)　森　　歩1)　
永井　瑠2)　會田航大4)　関口めぐみ2)　渡邉幸子5)

P2-011
一包化錠剤仕分け装置導入による医薬品破棄削減
効果と運用課題の検討
神奈川県	 湘南藤沢徳洲会病院 薬剤部
○荒川　亮　三輪香鈴　古川京佳　仲鉢英夫

P2-012
冷所温度管理における市販IoT温度計の実用性評
価
神奈川県	 AMG 金沢文庫病院 薬剤科
○小川大輔

P2-013
千葉医療センターにおける医薬品トレーサビリティ
システム導入による経済的・業務負担軽減効果に
関する評価
千葉県	 国立千葉医療センター
○大道ひろみ　早川史織　野村理恵　関口昌利

P2-014
一包化錠剤仕分け装置の導入による安全性の向上
と業務負担軽減
神奈川県	 横浜新都市脳神経外科病院 薬剤部
○滝上裕一　石渡朝香　根本郁子　伊藤仁美　松丸美佳

P2-015
発注点方式導入による医薬品発注業務の効率化お
よび業務改善効果の検討
東京都	 IMS（イムス）グループ 板橋中央総合病院 薬剤

部
○三宅加歩子　岡本みなみ　中原大貴　新堀千香　

小田　慎

P2-016
病棟業務に関する多施設合同研修会が新人薬剤師
へ与えた効果
神奈川県	 横浜旭中央総合病院 薬剤部
○早坂果菜　東垂水裕和　小串興平

P2-017
江田記念病院における回復期リハビリテーション
病棟での薬剤総合評価調整加算の実態調査
神奈川県	 江田記念病院
○平松香菜　佐藤圭一　飯塚真至

P2-018
リハカンファ参加による薬剤師機能変化の報告
茨城県	 茨城リハビリテーション病院 薬剤科
○百瀬　遥

P2-019
精神科慢性期病棟におけるポリファーマシー是正
に対する薬剤師の有用性
千葉県	 袖ケ浦さつき台病院 薬剤部
○武藤有希子　大岩俊輝　野崎雄平　安藤千聡

P2-020
サクビトリル/バルサルタン投与による高カリウ
ム血症に対し経腸栄養剤の変更が有用であった一
症例
千葉県	 IMS（イムス）グループ 行徳総合病院 薬剤部
○齋藤陽向　矢作知佳　喜屋武直人　大野　豊

P2-021
当院脳神経外科におけるアンデキサネットアルファ
使用後の塞栓症イベントに関する実態調査
神奈川県	 川崎幸病院 薬剤部
○間柄遥陽　臼田昌弘　磯部賢樹　盛井万智　北野　遥　

大森俊和　樋口愛子

P2-022
当院におけるくも膜下出血患者に対するクラゾセ
ンタンの使用実態調査
神奈川県	 川崎幸病院 薬剤部
○盛井万智　臼田昌弘　米内　洸　北野　遥　間柄遥陽　

大森俊和　樋口愛子

P2-023
低腎機能高齢患者へのSGLT2阻害薬投与と腎機
能推移
埼玉県	 防衛医科大学校病院
○市川ことは　矢島　功　鈴木剛史　井上博章

P2-024
日本版抗コリン薬リスクスケールを用いた院内患
者薬剤調査  
～ポリファーマシー対策の取り組み～
千葉県	 TMG茂原中央病院 薬剤科
○金森穂高　吉野英之



－60－

P2-025
人工股関節置換術後のVTEリスクを考慮した予防
的抗凝固療法の検討
東京都	 昭和医科大学 統括薬剤部1)	

昭和医科大学横浜市北部病院 薬剤部2)	
昭和医科大学薬学部病院 薬剤学講座病院薬剤
学部門3)

○片岡水紗1,2)　阿部和正2,3)　安藤睦実2,3)　縄田修一2,3)

P2-026
遷延するCK上昇に対しタゾバクタム/ピペラシ
リンの関与が示唆された一例
神奈川県	 昭和医科大学 統括薬剤部1)	

昭和医科大学横浜市北部病院2)	
昭和医科大学薬学部病院 薬剤学講座病院薬剤
学部門3)

○青木誠太朗1,2)　阿部和正2,3)　安藤睦実2,3)　縄田修一2,3)

P2-027
ワークフローを用いた薬剤師記録の標準化が重症系
ユニットにおける薬剤師の介入件数に及ぼす影響
千葉県	 千葉大学医学部附属病院 薬剤部
○市川智彬　山口洪樹　中澤孝文　保ヶ辺雄也　

大久保誠士　鈴木達也　渡辺健太　大久保正人　
新井さやか　内田雅士　石井伊都子

P2-028
入院サポートセンターにおける薬剤師介入の拡大
東京都	 都立東部地域病院 薬剤科
○小森谷宙大

P2-029
Green Anasthesiaの実践：吸入麻酔薬フォーミュ
ラリ導入による持続可能な周術期管理
東京都	 日野市立病院
○齋藤　心

P2-030
産婦人科における術前休薬リストの使用状況の調
査
千葉県	 千葉市立青葉病院 薬剤部
○井上文音　森永正樹　工藤三果

P2-031
「がん薬物療法体制充実加算」の運用評価と今後の
展望  
～医師の診療意思決定支援と有用性の可視化～
東京都	 JCHO東京新宿メディカルセンター
○藤掛沙織　伊藤由美子　加藤靖菜　門村将太　片山歳也

P2-032
子宮頸がん患者へのチソツマブ ベドチン投与に
おける薬剤師外来の取り組み
千葉県	 総合病院国保旭中央病院 薬剤局1)	

総合病院国保旭中央病院 産婦人科2)

○佐久間智子1)　小林由紀子1)　大木雅貴1)　川島美智子1)　
髙橋健太2)　宮嵜義隆1)

P2-033
アベマシクリブによる下痢対策を目的とした外来
服薬指導の有用性について
神奈川県	 同愛会小澤病院 薬剤部1)	

昭和医科大学 薬学部 病院薬剤学講座2)

○臼井菜々子1)　秋元涼花1)　松坂昌宏1)　米澤　龍1,2)

P2-034
周術期薬剤師介入前後における術後感染予防抗菌
薬のマニュアル遵守率の評価
千葉県	 順天堂大学医学部附属浦安病院 薬剤科
○中川　慧　鬼原亜紀　戸田純司　成田久美　室岡邦彦　

髙瀬久光

P2-035
薬剤師外来におけるトレーシングレポート活用状
況の調査と地域薬局との連携強化に向けた検討
千葉県	 順天堂大学医学部附属浦安病院
○福嶋麻美子　川本結香　戸田純司　大谷拓也　

海老原邦壮　荘山咲智子　浦川聖菜　野津祐貴　
畠山愛珠　室岡邦彦　髙瀬久光

P2-036
休薬インシデントに対する薬剤師外来介入の有用
性評価
千葉県	 日本医科大学千葉北総病院 薬剤部
○西本亜沙美　小澤愛子　五十嵐祐希　岸　大輔　

實川東洋

P2-037
大腸内視鏡検査の前投薬について口頭説明から動
画説明へ変更後の患者理解度および薬剤師の業務
効率化
神奈川県	 菊名記念病院 薬剤部
○青山明香里　追川瑞穂　田村英樹

P2-038
整形外科手術の全身麻酔症例における術前休止薬
の休薬漏れに関する取り組みの効果
埼玉県	 獨協医科大学埼玉医療センター 薬剤部
○後藤瑞穂

P2-039
骨格筋指数（SMI）が術後頓用鎮痛薬使用に及ぼす
影響の解析
千葉県	 国際医療福祉大学 成田病院 薬剤部1)	

国際医療福祉大学2)

○佐藤　航1)　新海良祐2)　篠崎浩司1)　角田遥香1)

P2-040
術前カルテチェックから関わる周術期薬剤の適正
使用
東京都	 東京都立墨東病院
○橋本光子　永田真衣　浦山泰典　寺山義泰
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P2-041
手術に影響するサプリメント等の服用実態調査と
薬剤師によるスクリーニングの有用性
埼玉県	 AMG 彩の国東大宮メディカルセンター 薬剤

部
○平井優治　恒川貴久子　寺内香保里　阿部つぐみ　

加貫絵梨子　吉田憲司　清水　裕　矢吹直寛

P2-042
薬剤師の積極的な周術期介入に向けた取り組みと
その評価
神奈川県	 横浜新都市脳神経外科病院 薬剤部
○福山雄大　朝倉美沙葵　浜野裕衣　平野絵理香　

鈴木　翔　松丸美佳

P2-043
薬剤師による周術期内服指示入力支援の導入効果
千葉県	 千葉市立青葉病院 薬剤部
○喜田峻大　鈴木駿介　森永正樹　工藤三果

P2-044
中規模病院の薬剤師不足下における薬剤助手への
タスクシフトの取り組み   
～薬剤指導件数への効果の検証～
東京都	 明理会東京大和病院 薬剤部
○戸田康平　武田崇二　豊住ひと美　廣澤達哉

P2-045
当院における処方入力支援業務実施状況の調査
東京都	 東京都立病院機構 東京都立大久保病院 薬剤科
○桑原愛実　岡田宜和　加納千冬　福山博務　針ヶ谷義久　

樅山淳子　井出康昭　深野光司

P2-046
小児整形外科病棟におけるアセトアミノフェン剤
形変更PBPM導入による影響
東京都	 東京都立病院機構 小児総合医療センター
○権藤華純　奥村俊一　廣井順子

P2-047
抗がん剤調製への重量監査システムの導入及び、
タスク・シフト/シェア評価
千葉県	 医療法人SHIODA塩田病院
○飯田　泉　仁茂田麟太郎　羽田晃子　海老原拓実　

草壁良子　西川和宏　畝本賜男

P2-048
院外処方における疑義照会簡素化プロトコール運
用上の課題
茨城県	 社会福祉法人恩賜財団済生会支部 茨城県済生

会 龍ケ崎済生会病院 薬剤部
○馬場はるか　伊藤健一郎　仁平幸子　吉田直弘

P2-049
中小病院におけるAI支援Excel・Word薬剤管理
指導記録作成システム構築と教育課題の検討
埼玉県	 医療法人 新井病院 薬局
○岩浪直美

P2-050
情報共有ツールDr.JOY導入後の利用実態および
課題調査
東京都	 IMS（イムス）グループ 板橋中央総合病院 薬剤

部
○松岡可純　福田友暉　中原大貴　新堀千香　小田　慎

P2-051
当院薬剤部における生成AI活用の実態調査
東京都	 武蔵野赤十字病院 薬剤部1)	

武蔵野赤十字病院 感染管理室2)

○土屋博子1)　加藤智之1,2)　野邊　梓1)　島　智子1)　
永村陽一郎1)

P2-052
AI電話を用いた院外処方箋に関する問い合わせ受
付の導入初期と1年後の比較
茨城県	 小山記念病院 薬剤部1)	

Dr.JOY株式会社2)

○榎戸雄紀1)　小野麻衣2)　石松宏章2)　花香淳一1)

P2-053
RPAを用いたHBVスクリーニング未実施患者の
検出体制の構築
千葉県	 千葉大学医学部附属病院 薬剤部
○早川美菜子　渡辺健太　山口洪樹　山本晃平　

横山威一郎　大久保正人　新井さやか　内田雅士　
石井伊都子

P2-054
小児専門の単一施設におけるCP-Atlas導入の評
価
埼玉県	 埼玉県立小児医療センター
○酒井佳音　渋谷一彦　片山明香

P2-055
医薬品の客観的評価の試み30
千葉県	 国際医療福祉大学成田病院1)	

国際医療福祉大学 成田薬学部2)	
わかば薬局中央店3)	
個人会員4)	
医療法人徳洲会 千葉西総合病院 薬剤部5)	
船橋二和病院6)

○海野真帆1,2)　吉野禎章1,2)　中山大明1)　秋葉洋佑1)　
間　規子3)　勇　美穂3)　松岡　隆4)　小茂田昌代5)　
中村　健6)
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P2-056
地質学的要因とアトピー性皮膚炎治療薬処方量の
地域差解析
千葉県	 国際医療福祉大学 成田キャンパス 薬学部
○西澤侑祐　新海良祐　篠原絃希　塚瀬　成　富田　隆

P2-057
低亜鉛血症に対するヒスチジン亜鉛水和物の使用
調査
埼玉県	 AMG 上尾中央総合病院
○多ヶ谷直央　櫻田さとみ　土屋裕伴　新井　亘

P2-058
睡眠導入薬に関する院内フォーミュラリーの運用
開始後の睡眠薬の使用状況と院内転倒割合の変化
埼玉県	 AMG 彩の国東大宮メディカルセンター 薬剤部
○安江佳奈子　岩野芳隆　次田葉奈　宮下　諒　清水　裕　	

吉田憲司　矢吹直寛

P2-059
レナリドミド後発医薬品への切り替えにおける薬
剤師の介入効果  
~適正管理の遵守支援と同意取得の効率化~
東京都	 地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立

豊島病院 薬剤科1)	
地方独立行政法人東京都立病院機構 東京都立
東部地域病院 薬剤科2)

○堀越久仁恵1)　中島綾子1)　黒木あかね1)　岩本佑美菜1)　
北林　恵1)　松本彩子1)　鈴木加惠子1)　奥村博康2)　
城田幹生1)

P2-060
一包化錠剤仕分け装置導入による業務負担の軽減
と経済的効果の検証
東京都	 社会福祉法人賛育会賛育会病院
○千葉一恵　牛込祥晃　清宮孝明　栄由希子　山下英士

P2-061
一包化返薬業務の効率化・廃棄ロス削減および医
療安全向上への効果
東京都	 IMSグループ イムス東京葛飾総合病院
○金子紗弥　清水瑞紀　亀村　大

P2-062
抗菌薬の製剤及び採用規格見直しによる薬剤購入
費削減効果
千葉県	 千葉県済生会習志野病院 薬剤部
○春田恭兵　岩佐千尋　岸本大裕　田中嘉一

P2-063
抗癌剤調製方法監査におけるVBA+Macro 機能

（生成AIを活用）を用いたExcel 化の報告
神奈川県	 五星会 菊名記念病院1)	

五星会 菊名記念病院 薬剤部2)

○谷若訓平1)　山﨑泰隆2)　田村英樹2)

P2-064
生成AIを用いた業務ツール内製化の実践報告 
―非エンジニア薬剤師管理職における新たな選択肢
千葉県	 社会医療法人社団さつき会 袖ケ浦さつき台病

院 薬剤部
○真板直樹　安藤千聡

P2-065
経鼻弱毒生インフルエンザワクチン投与患者にお
ける相互作用の実態調査
千葉県	 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部1)	

医療法人鉄蕉会 亀田クリニック 薬剤室2)	
医療法人鉄蕉会 医療管理本部 薬剤管理部3)

○河上いふみ1)　大場啓貴1,2)　大類朱莉1,2)　平田一耕1,2)　
舟越亮寛1,3)

P2-066
抗TROP-2抗体トポイソメラーゼⅠ阻害複合体の
有害事象の発現調査
千葉県	 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部1)	

医療法人鉄蕉会 亀田クリニック 薬剤室2)	
医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 医療管理本部 薬
剤管理部3)

○星野　遥1)　若宮奈央1)　大場啓貴1,2)　伊勢崎竜也1)　
舟越亮寛1,3)

P2-067
SGLT2阻害薬の陰部瘙痒感および尿路感染症発生
率の実態調査
千葉県	 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部1)	

医療法人鉄蕉会 亀田クリニック 薬剤室2)	
医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 医療経営本部 薬
剤管理部3)

○立石佳蓮1)　平田一耕1,2)　大場啓貴1,2)　大友謙太朗1,2)　
舟越亮寛1,3)

P2-068
胆管ステント留置中にコレスチミド投与が胆管閉
塞・胆管炎を誘発した1例
東京都	 稲城市立病院
○河村航平

P2-069
難治性潰瘍性大腸炎に対するタクロリムスの導入
により治療が奏功した一例
東京都	 昭和医科大学病院 統括薬剤部1)	

昭和医科大学病院 薬剤部2)	
昭和医科大学薬学部病院 薬剤学講座3)	
昭和医科大学 医学部内科学講座消化器内科学
部門4)

○鏑木千代美1,2)　中山　華2,3)　大田紗衣香1,2)　青木彩華2,3)　
船越晴喜2,3)　吉川雅之2,3)　水野紗也香4)　中谷真也4)　
角嶋直美4)　嶋村弘史2,3)



－63－

P2-070
亜鉛製剤による低銅血症に伴う貧血及び顆粒球減
少に介入した症例
茨城県	 小山記念病院 薬剤部
○宮本航大　榎戸雄紀　萩原諒一　花香淳一

P2-071
当院において生じたアセトアミノフェン中毒と考
えられる肝障害の一例
埼玉県	 熊谷総合病院 薬剤科
○京極歩夢路　小谷野大地　佐々木茂樹

P2-072
抗コリン薬リスクスケールを用いた転倒リスク評
価の有用性の検討
神奈川県	 AMG 金沢文庫病院 薬剤科
○小野澤里奈　小川大輔

P2-073
当院入院患者における多剤服用の実態と薬剤総合
評価調整加算算定に向けた取り組み
神奈川県	 川崎幸病院 薬剤部
○平野菜摘　丸山大貴　岩下　萌　臼田昌弘　大森俊和　

樋口愛子

P2-074
デュロキセチン投与後に抗利尿ホルモン不適合分
泌症候群を発症した卵巣癌の1例
神奈川県	 厚木市立病院 薬剤科1)	

厚木市立病院がん相談支援センター2)

○坪井泉希1)　斎藤恭正2)　加瀬博貴1)　畠山　禎1)

P2-075
亜鉛製剤投与患者における銅低下症例の検討
神奈川県	 済生会横浜市南部病院 薬剤部
○三瓶茉莉菜　髙山直也

P2-076
テイコプラニンの初期投与設計における体重指標
と母集団薬物動態モデルの選択に関する検討
東京都	 帝京大学医学部附属病院1)	

帝京大学 薬学部2)

○柴田裕介1)　松木祥彦2)　今中翔一1)　足立　匠1)　
山元孝俊1)　光永義治1)　渡部多真紀1,2)　長瀬幸恵1,2)　
安野伸浩1,2)

P2-077
筋肉量低下患者におけるバンコマイシン血中濃度
上昇を契機とした腎機能再評価の一例
神奈川県	 昭和医科大学藤が丘リハビリテーション病院 

薬局1)	
昭和医科大学大学院 薬学研究科病院薬剤学分野2)	
昭和医科大学 医学部リハビリテーション医学
講座3)

○永尾美智瑠1,2)　柳原麻里1)　三井奈緒1,2)　横山あずさ1)　
今井佳世1)　杉山みづき3)　川手信行3)　田中広紀1,2)

P2-078
定常状態におけるテイコプラニン血中濃度に影響
を与える因子および維持投与量の検討：後ろ向き
観察研究
千葉県	 国際医療福祉大学市川総合病院 薬剤部
○松本洸希　清水優貴　青山京介　坂井智哉　渡邉武明

P2-079
二重特異性抗体薬によるサイトカイン放出症候群
の院内対応統一化 
～夜間休日対応の安全性向上を目指して～
千葉県	 JCHO船橋中央病院1)	

JCHO東京山手メディカルセンター2)

○三浦麻莉子1)　樋口裕樹1,2)　澤田大介1)　小澤真一1)　
髙石浩司1)

P2-080
外来がん性疼痛患者の化学療法時外来面談対応の
実態とその評価
千葉県	 AMG 津田沼中央総合病院 薬剤科
○伊東美歩　髙柳雅恵　高橋美音　吉若さくら　竹内希実　

川本拓馬

P2-081
乳がん患者におけるAbemaciclib治療継続性と
Fibrosis-4 index（FIB-4）の関連
東京都	 東京女子医科附属足立医療センター薬剤部
○慶　元箕　唐木聡子　山賀亮祐　伊東俊雅

P2-082
生成AIを活用した3種類のがん治療関連の患者向
け説明動画の作成とその活用
神奈川県	 横浜市立大学附属病院 薬剤部1)	

横浜市立大学附属病院 看護部2)

○坂本靖宜1)　重村明香1)　小林　悠1)　長谷川拓也1)　
中山　知2)　加藤亮子2)　宇山佳奈1)　長井絵里奈1)　
清水絢子1)　山本紗代1)　井出和男1)　畑　千秋2)　
若杉　正1)　小池博文1)

P2-083
がん薬物療法を担う人材育成プログラムの作成を
目指した 患者面談内容の記述的評価
東京都	 昭和医科大学病院 薬剤部1)	

昭和医科大学薬学部病院薬剤学講座2)

○星　　茜1)　青木彩華1)　稲垣貴士1)　岡田貴裕1)　
高久智妃1)　中川啓子1)　中谷香織1)　中山　華1)　
船越晴喜1)　島本一志1)　金　正興1)　嶋村弘史1)　
百　賢二2)
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P2-084
ベネトクラクス内服期間短縮症例におけるベネト
クラクス＋アザシチジン療法の有効性・安全性の
検討
埼玉県	 草加市立病院 薬剤部1)	

明治薬科大学 総合臨床薬学教育研究講座 臨床
薬学研究室2)	
草加市立病院 血液内科3)

○平野　航1)　下山加奈恵1)　伊藤剛貴1)　男鹿宏和1)　
杉　富行2)　村田　健3)　木村直也1)

P2-085
ラムシルマブによるネフローゼ症候群後に血圧管
理によってベバシズマブの投与が可能となった大
腸癌の一例
神奈川県	 厚木市立病院 薬剤部門薬剤科1)	

厚木市立病院 外科2)	
厚木市立病院 腎臓内科3)

○三橋　平1)　髙坂　暢1)　髙田直樹2)　加藤順一郎3)　
畠山　禎1)

P2-086
さいたま市における外部講師を活用したがん教育
の現状と今後の課題
埼玉県	 さいたま市民医療センター 薬剤科1)	

埼玉がん薬物療法研究会(Saitama Society of 
Oncological Pharmacotherapy: SSOP)2)	
草加市立病院 薬剤部3)	
羽生総合病院 薬局4)	
マツモトキヨシ埼玉伊奈店5)	
埼玉県立がんセンター 薬剤部6)	
星薬科大学 臨床薬学研究室III7)

○芝崎由美子1,2)　岩田絵里1)　伊藤剛貴2,3)　川田　亮2,4)　
照屋千津子2,5)　中山季昭2,6)　佐野元彦2,7)

P2-087
当院における麻薬処方量調査の結果と分析
東京都	 東京慈恵会医科大学西部医療センター
○森川春菜　茂原圭佑　佐藤彩佳　山田海帆　奥津利晃　

平島　徹

P2-088
外来がん化学療法における化学療法治療計画書改
訂による薬剤師の鑑査効率化への調査
東京都	 社会福祉法人あそか会あそか病院
○吉田香織　谷口歌純　守屋知子

P2-089
当院における投与時閉鎖式接続器具使用加算の算
定に向けた現状調査と今後の課題
埼玉県	 イムス富士見総合病院 薬剤部
○下田将司　松島裕明　上野　拓

P2-090
看護師を対象とした化学療法における理解度に関
する実態調査
千葉県	 国際医療福祉大学成田病院 薬剤部1)	

国際医療福祉大学成田病院 腫瘍内科2)	
国際医療福祉大学成田病院 看護部3)	
国際医療福祉大学 成田薬学部4)

○藤木沙也佳1)　保ケ辺美月1)　菅原ゆたか2)　高市直子3)　
石岡美樹1)　大石智香1)　篠﨑浩司1,4)

P2-091
アミバンタマブ+ラゼルチニブ併用療法における
有害事象の実態と治療継続のためのマネジメント
埼玉県	 医療法人社団東光会戸田中央総合病院 薬剤科
○入山邦章　佐藤麻理　小佐野綾　畠山朋樹

P2-092
CRS発現状況調査とフローチャートの有用性評価
東京都	 日本医科大学多摩永山病院 薬剤部
○小垣尚登

P2-093
オシメルチニブを投与した非小細胞肺がん患者の
予後への酸化マグネシウム併用の影響
東京都	 昭和医科大学 薬学部 薬物治療学部門1)	

昭和医科大学病院 呼吸器・アレルギー内科2)

○髙塩理名1)　里　美貴1)　眞鍋　亮2)　楠本壮二郎2)　
岸野康成2)　大林真幸1)　神山紀子1)　田中明彦2)　
向後麻里1)

P2-094
オシメルチニブを投与した非小細胞肺がん患者の
予後へのプロトンポンプ阻害薬の併用期間の影響
東京都	 昭和医科大学 薬学部 薬物治療学部門1)	

昭和医科大学病院 呼吸器・アレルギー内科2)

○吉田愛未1)　里　美貴1)　眞鍋　亮2)　楠本壮二郎2)　
岸野康成2)　大林真幸1)　神山紀子1)　田中明彦2)　
向後麻里1)

P2-095
アザシチジン+イボシデニブ療法を導入した1症
例
神奈川県	 小澤病院 薬剤部1)	

小澤病院 血液内科2)	
昭和医科大学 薬学部 病院薬剤学講座3)

○髙杉汐里1)　堤　綾美1)　日戸章人1)　長　剛広1)　
笹尾　保2)　米澤　龍1,3)

P2-096
重症心身障害児者施設での緩和ケアにおける薬剤
師の役割
東京都	 東京都立府中療育センター 薬剤科1)	

東京都立府中療育センター 小児科2)	
秋谷潮かぜ診療所3)	
東京都立府中療育センター 看護科4)

○豊島　栞1)　齋藤菜穂2,3)　齊藤景子2)　荒谷智子4)　
八木原栄1)
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P2-097
認知症を背景としたせん妄を呈した高齢がん患者
の疼痛管理に難渋した一例
東京都	 杏林大学医学部付属杉並病院 薬剤部1)	

杏林大学医学部付属杉並病院 緩和ケアチーム2)	
杏林大学医学部付属杉並病院 糖尿病・内分泌・
代謝内科3)

○須藤　遥1,2)　池田一美1,2)　中村恭子2)　山本真生2)　
村山祐子2)　北郷七夕美2)　岸　千鶴2)　岡田いづみ1)　
多田照生2)　浦田　実2)　田渕沙織2)　長谷川淳2)　
フィンガー真由美2)　島矢沙規子3)　鵜澤康二2)　
鈴木　裕2)

P2-098
抗がん剤曝露対策に関する看護師背景と理解度の
関連、およびオンデマンド講義の教育効果と教育
ニーズの検討
千葉県	 新松戸中央総合病院 薬剤部
○吉丸愛優　川村真理恵　酒井由希子　柳田義一

P2-099
子宮頸がん患者に対するシスプラチン＋ペムブロ
リズマブ＋放射線療法における制吐薬の使用実態
調査
千葉県	 国際医療福祉大学成田病院 薬剤部1)	

国際医療福祉大学成田薬学部2)

○酒井あずさ1)　髙橋彩花1)　白神　霞1)　鈴木諭嗣1)　
篠﨑浩司1,2)

P2-100
がん薬物療法における治療強度維持を目的とした
持続型G-CSF製剤の薬剤師提案の実態
神奈川県	 横浜栄共済病院 薬剤部
○兼田育歩　田中　康　圖師美波　田隝博樹　山田裕之

P2-101
Access抗菌薬の使用推進に寄与した症例に関す
る検討
東京都	 国立精神・神経医療研究センター 薬剤部
○渡部智貴　千葉杏子　今泉克明　荻野万人

P2-102
バンコマイシンのTDM指標切り替えによる
腎機能障害発現率の変化について
神奈川県	 医療法人社団 三喜会 横浜新緑総合病院
○松岡旦大　星野順史　関口信香

P2-103
中小規模病院における感染制御認定薬剤師取得を
契機としたICT活動介入強化とその成果
千葉県	 医療法人芙蓉会五井病院
○西田裕子

P2-104
タゾバクタム・ピペラシリン使用届出制解除がカ
ルバペネム系抗菌薬使用量に与える影響
神奈川県	 湘南藤沢徳洲会病院 薬剤部
○村田　翔　芳山健太郎　北爪教貴　仲鉢英夫

P2-105
薬剤師の抗菌薬適正使用の取り組みと成果
千葉県	 千葉中央メディカルセンター 薬剤部
○永島貴裕　小澤明日香　高橋史梨　山下大貴　

小林由喜夫

P2-106
難治性肺MAC症患者に対するアミカシンリポソー
ム吸入用懸濁液の副作用評価の重要性
千葉県	 東京慈恵会医科大学附属柏病院 薬剤部1)	

東京慈恵会医科大学附属柏病院 呼吸器内科2)	
東京慈恵会医科大学 内科学講座 呼吸器内科3)

○千阪太聖1)　泉澤友宏1)　金子知由1)　妹尾裕美子1)　
蔭山博之1)　戸根一哉2)　荒屋　潤3)

P2-107
経尿道的レーザー前立腺蒸散術におけるCTMと
CEZの術後感染予防効果の比較
東京都	 順天堂大学医学部附属練馬病院 薬剤科1)	

順天堂大学医学部附属練馬病院 脳神経内科2)

○土屋美香1)　原田好子1)　森本景子1)　下　泰司2)

P2-108
越谷誠和病院におけるキノロン耐性大腸菌の検出
状況について
埼玉県	 AMG 越谷誠和病院 AST
○若山佳菜子　小木篤仁　佐藤俊也　大河内彩姫　

工藤由香里　中川　晃

P2-109
Escherichia coliに対するクラブラン酸/アモキシ
シリンの有用性について
神奈川県	 厚木市立病院 薬剤科
○戸田裕太　牧野淳子　畠山　禎

P2-110
当院における定量的評価を用いた採用抗菌薬の見
直し
埼玉県	 イムス富士見総合病院 薬剤部
○山口春奈　髙橋拓朗　野嶋直哉　上野　拓

P2-111
帝京大学ちば総合医療センターにおけるバンコマ
イシン2点採血が必要な患者の選別
千葉県	 帝京大学ちば総合医療センター
○小池健太　三浦幹剛　飯塚雄次
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P2-112
抗VEGF薬硝子体内注射時における広域抗菌点眼
剤使用の再評価に関する実態調査
神奈川県	 昭和医科大学藤が丘リハビリテーション病院 

薬局1)	
昭和医科大学大学院 薬学研究科 病院薬剤学分
野2)	
昭和医科大学藤が丘リハビリテーション病院 
眼科3)

○柳原麻里1)　永尾美智瑠1,2)　三井奈緒1,2)　横山あずさ1)　
今井佳世1)　西村栄一3)　田中広紀1,2)

P2-113
横浜旭中央総合病院における黄色ブドウ球菌菌血
症のクリニカルパスの運用と遵守率
神奈川県	 IMS（イムス）グループ 横浜旭中央総合病院 薬

剤部
○川上奏音　宮本葉子　種村弘樹　小串興平

P2-114
バンコマイシンTDM解析ソフトMEEKとPATに
おける予測値と実測値の乖離の検討
埼玉県	 TMGあさか医療センター1)	

帝京平成大学 薬学部2)

○秋元史也1)　梅原光旦1)　秋山遼介1)　野島優樹1)　
萩原彩夏1)　武田千春1)　須藤真理1)　佐村　優2)　
奈良部修弘1)　福田　稔1)

P2-115
カルバペネム系抗菌薬使用基準導入による抗菌薬
使用状況の変化
埼玉県	 IMS（イムス）グループ イムス三芳総合病院
○横塚久代　古川航也　大木稔也

P2-116
磯子中央病院におけるバンコマイシン（VCM）投
与による急性腎障害（AKI）を回避するための取り
組みについて
神奈川県	 磯子中央病院 薬剤部
○藤田智史　安藤和胡　寺島正人

P2-117
当院におけるStaphylococcus aureusのカテーテ
ル関連血流感染症へのAST介入の課題
千葉県	 東邦大学医療センター佐倉病院 薬剤部1)	

東邦大学医療センター佐倉病院 感染対策室2)

○宮本康平1)　杉尾和昭1)　三橋未帆1)　小川　叡1)　
金剛寺亜吏2)　寺井幸子2)　若林宏樹2)　井村求基2)　
神谷直人2)　土井啓員1)

P2-118
インフルエンザ感染症での入院を契機に、超長期
間の抗菌薬治療の見直しを行った慢性人工関節感
染症の一例
千葉県	 医療法人社団真療会 野田病院 医療技術部薬剤

科
○海老澤七海　髙橋理寛　中村綾乃　齋田正和

P2-119
東戸塚記念病院における抗菌薬適正使用に向けた
取り組み  
～Access抗菌薬使用割合61.8％達成～
神奈川県	 東戸塚記念病院 薬剤部1)	

同 内科2)	
同 看護部3)	
同 検査科4)

○村越音々1)　青山祐也1)　三浦翔太1)　後藤卓哉1)　
鴨野真弘2)　髙柳健詞3)　渡邊莉絵3)　木下理奈子4)　
立神優里4)

P2-120
ICT/AST専従医師不在病院における感染症相談窓
口構築と薬剤師の関与
千葉県	 国保直営総合病院 君津中央病院 薬剤科
○福地修也　中澤美穂子　三井聡哲　末政忠巳

P2-121
精神科急性期病棟における総抗コリン薬負荷と便
秘の関連  
―日本版抗コリンリスクスケールを用いた検討ー
東京都	 成増厚生病院 薬剤科1)	

京都薬科大学履修証明プログラム2)

○黒田いずみ1,2)

P2-122
認知症およびBPSDに対する内服処方のクラスタ
分析を用いた解析
神奈川県	 医療法人社団やすらぎ会 神奈川中央病院 薬剤

科
○時岡健一　田中聖二

P2-123
好中球リンパ球比のせん妄における予測指標とし
ての臨床的有用性の検討
茨城県	 JAとりで総合医療センター 薬剤部1)	

茨城西南医療センター病院 薬剤部2)

○松尾瑠里1)　糸賀真尋1)　島田貴弘1)　森田俊之1)　
辻　桃子1)　小山田聡2)　福田光司1)　圓崎信也1)

P2-124
日本版抗コリン薬リスクスケールを用いた術後せ
ん妄リスク評価
東京都	 東京女子医科大学付属足立医療センター 薬剤

部
○川口大毅　慶　元箕　吉岡　円　舟木夕貴　星万乃亜　

太刀川悠　唐木聡子　伊東俊雅

P2-125
DORA使用時におけるCYP3A4阻害薬の併用状況
と副作用調査
千葉県	 独立行政法人総合病院国保旭中央病院 薬剤局1)	

独立行政法人総合病院国保旭中央病院 神経精
神科2)

○林　都波1)　廣田佳孝1)　青木　勉2)　宮嵜義隆1)
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P2-126
認知症ケアチームによる睡眠薬院内フォーミュラ
リ再構築の試み
埼玉県	 深谷赤十字病院 薬剤部1)	

深谷赤十字病院 看護部2)	
深谷赤十字病院 脳神経内科3)	
深谷赤十字病院 精神科4)

○中島美保1)　栗原梨恵2)　兼山純子2)　長田　治3)　
山田健志4)

P2-127
向精神薬多剤併用届出制導入が与える影響
神奈川県	 医療法人社団哺育会 横浜相原病院 薬剤科
○手塚慧人

P2-128
子育て世代のヘルスリテラシー向上を目的とした
子供の健康問題とその対処方法の実態に関するア
ンケート調査
千葉県	 東邦大学 薬学部1)	

慶應義塾大学 薬学部2)	
株式会社くすりの福太郎3)	
名戸ヶ谷記念病院4)	
コスモプラス株式会社5)	
株式会社アイセイ薬局6)	
九十九里病院7)	
株式会社杏林堂8)	
総合病院国保旭中央病院9)	
株式会社健栄10)	
株式会社鈴木薬局11)	
ヤマックス株式会社ヤマダ薬局12)	
新高根中央薬局13)

○平賀秀明1)　地引　綾2)　伊藤美奈子3)　上瀧智花乃2)　
高橋瑞穂1)　三浦慎也4)　河野明香5)　直井　健6)　
北田充弘7)　宮内英俊8)　岩田佳之9)　臼井一城10)　
齋藤和也11)　岡田　望12)　川島久実13)　植草秀介1)

P2-129
帝王切開術クリニカルパスの疼痛管理の改善につ
いて 
～薬剤師介入の有用性について～
神奈川県	 横浜未来ヘルスケアシステム 戸塚共立レディ

ースクリニック 薬剤科1)	
看護部2)	
麻酔科3)	
東光会 戸田中央総合病院 薬剤部4)

○山本栄美子1)　小澤安里沙1)　鈴木　唯1)　定村夕美子1)　
戸和真奈美2)　渡邊　悠3)　宮崎美子4)

P2-130
人工妊娠中絶薬メフィーゴⓇパック服用患者への
薬剤師介入について
茨城県	 つくばセントラル病院 薬剤部1)	

つくばセントラル病院 産婦人科2)

○松下莉子1)　山田瑞歩1)　廣橋　駿1)　宮本和恵2)　
柴田衣里2)　長田佳世2)　長沢法子1)

P2-131
GCUを退院する患児の保護者に向けた薬剤師に
よる退院指導体制の構築
東京都	 地方独立行政法人東京都立病院機構東京都立墨

東病院 薬剤科
○藤村朋未　成田航基　齋藤　舞　本間千晶　福岡和佳奈　

齋藤　亮　押賀佑子　堤ゆか里　疋田絵梨　寺山義泰

P2-132
生活リズム改善目的で入院した患者に対する病院
薬剤師による薬物乱用防止の取り組み
埼玉県	 イムス富士見総合病院 薬剤部1)	

イムス富士見総合病院 小児科2)

○西山祥代1)　森内優子2)　渕上達夫2)　上野　拓1)

P2-133
川崎病における免疫グロブリン療法の実態と再投
与症例の検討
神奈川県	 済生会横浜市南部病院 薬剤部
○宮島花音　鹿間友絵　長澤彩華　田辺真理

P2-134
薬剤師介入により硫酸マグネシウム療法および電
解質管理を行った破傷風の2症例
千葉県	 松戸市立総合医療センター 薬局1)	

松戸市立総合医療センター救急科2)

○太田洋貴1)　村田希吉2)　高橋憲二1)

P2-135
院内防災訓練における地域薬局との連携体制構築
に向けた課題検討
東京都	 IMS（イムス）グループ 板橋中央総合病院 薬剤

部
○島田晃治　吉岡奨平　新堀千香　小田　慎

P2-136
エチレングリコール中毒患者の症例を元に行った
業務改善について
神奈川県	 大和徳洲会病院 薬剤部
○釼持　平

P2-137
鎮咳薬の出荷調整による漢方薬の処方動向調査
千葉県	 医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 薬剤部1)	

医療法人鉄蕉会 亀田クリニック 薬剤室2)	
医療法人鉄蕉会 亀田総合病院 医療管理本部 薬
剤管理部3)

○黒瀬遥香1)　大場啓貴1,2)　平田一耕1,2)　舟越亮寛1,3)
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P2-138
当院心不全入院患者の左室駆出率が低下した心不
全患者への推奨薬剤『ファンタスティック4』の使
用実態調査
千葉県	 地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院 薬

剤局1)	
地方独立行政法人 総合病院国保旭中央病院 循
環器内科2)

○石田佳子1)　鈴木聡子1)　川島美智子1)　櫛田俊一2)

P2-139
当院におけるインスリンイコデク使用患者の低血
糖発現状況と用法遵守に関する実態調査
東京都	 東京慈恵会医科大学西部医療センター 薬剤部
○室伏孔樹　秋本純矢　石部彩香　生井加奈　秋元里菜　

降籏仁美　奥津利晃　平島　徹

P2-140
6か月間にわたる当院透析患者におけるダルベポ
エチンアルファ注からダプロデュスタット錠への
切り替え成績
神奈川県	 JCHO横浜中央病院 薬剤部1)	

JCHO横浜中央病院 看護部2)

○小島毅朗1)　細谷順子2)　長谷川貴子1)

P2-141
フィネレノンの安全性、K値と腎機能に対する安
全性評価
千葉県	 医療法人鳳生会成田病院 薬剤部1)	

医療法人鳳生会成田病院 検査科2)	
医療法人鳳生会成田病院 診療部3)

○杉浦　光1)　伊藤正輝1)　佐藤和美2)　稲田庸平1)　
最上康生3)

P2-142
加齢に伴いクレアチニン基準eGFRとシスタチン
C基準eGFRの乖離は増大する
千葉県	 行徳総合病院 薬剤部
○中川亮太

P2-143
地質学的要因が皮膚疾患の治療需要に与える影響
千葉県	 国際医療福祉大学 成田キャンパス 薬学部
○篠原絃希　新海良祐　西澤侑祐　塚瀬　成　富田　隆

P2-144
ポマリドミド・デキサメタゾン療法施行中に
HFpEFを発症したと考えられるがん治療関連心
機能障害の1例
埼玉県	 埼玉医科大学病院 薬剤部
○鈴木貴大　宮本政宗　金　麗奈　豊田えり　貝嶋　亮　

小岩まの　大谷木俊吾　永野浩之　眞壁秀樹

P2-145
オファツムマブ自己注射手技習得状況と薬剤師介
入の有用性について
東京都	 国立精神・神経医療研究センター病院 薬剤部
○駒形菜穂　牧野太郎　安髙彩夏　渡部智貴　今泉克明　

荻野万人

P2-146
当院におけるイメグリミンの使用後調査
東京都	 社会医療法人社団 健生会 立川相互病院
○橋本澪佳　桑野和奏　奥墨純菜　中島元子　鳥居那奈　

江口祐美子

P2-147
セマグルチド皮下注からチルゼパチド皮下注への
切替え状況調査
千葉県	 玄々堂君津病院 薬局1)	

玄々堂君津病院 看護部2)	
玄々堂君津病院 医局3)

○大久保晋1)　金城春樹1)　渥美　宏1)　松井和之1)　
町田洋子2)　荻野良郎3)

P2-148
心不全治療における薬薬連携の現状と今後の課題
東京都	 日本調剤株式会社 医療戦略推進部
○篠原裕璃子

P2-149
薬剤師が真の「職人」となる為に  
～医療DXがもたらす PHRにおける新たなタスク
のイノベーション～
千葉県	 社会医療法人社団 健脳会 千葉脳神経外科病院 

薬剤科
○堀口大輔　牧山泰士　坂井真由美　中本依浦　伊藤晶子　

元田宏美

P2-150
緩和医療に携わる薬剤師コミュニティ「湘南ホス
ピス緩和ケアネットワーク」の活動の有用性
神奈川県	 藤沢市民病院 薬局1)	

東海大学附属病院 薬剤部2)	
鶴巻温泉病院 薬剤科3)	
しいの木薬局4)	
湘南中央病院 薬局5)	
湘南医療大学 薬学部6)	
東海岸 めぐみ薬局7)	
伊勢原協同病院 薬局8)

○宮澤正幸1)　見目英継1)　伊原安莉菜1)　曽根敦子2)　
秋山幸子3)　姜　元美4)　櫛引智子5)　国分秀也6)　
土屋　恵7)　山本美智子8)　喜古康博1)

P2-151
薬剤管理サマリー新規フォーマットに対する当院
の取り組み
東京都	 明理会中央総合病院
○山本瑞穂　勝俣はるみ
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P2-152
当院における疑義照会簡素化プロトコルの作成・
運用までのプロセス
東京都	 明理会中央総合病院 薬剤部
○桑田美結　勝俣はるみ　佐久間晴之　山本瑞穂

P2-153
医療機関向けオンライン情報連携ツールの活用と
課題 
〜外来経口抗がん剤治療患者における薬薬連携の
試み〜
東京都	 公益財団法人 日産厚生会玉川病院 薬剤科
○横山桃子　松田沙貴子　竹場和代　小倉敬史

P2-154
IMS（イムス）グループ 横浜旭中央総合病院にお
ける心不全薬薬連携への取り組み（第一報）
神奈川県	 IMS（イムス）グループ 横浜旭中央総合病院 薬

剤部
○相澤雅子　井上亜美　東垂水裕和　小串興平

P2-155
当院における院外処方せん疑義照会簡素化プロト
コルの運用状況に関する後方視的検討
東京都	 東京都立松沢病院 薬剤科1)	

東京都立多摩北部医療センター2)

○木村　郁1)　浦明日香1)　後藤理菜1)　山口　智1)　
伊藤香織2)

P2-156
個別運用から水戸地域共同様式へ：トレーシング
レポート様式統一がもたらしたフィードバック内
容の変容
茨城県	 水戸済生会総合病院 薬剤部
○椎名大典　安藤里紗　飯村勝成　中村隆二　藤枝裕郎

P2-157
EQ-5D-5Lを用いたQOL評価アプリケーションの
臨床導入に向けたアンケート調査
東京都	 公益財団法人がん研究会有明病院 薬剤部1)	

東京薬科大学 薬学部臨床薬学大講座医薬品情
報学分野2)	
株式会社アイン中央アイン薬局東埼玉店3)

○橋本全子1)　小林一男1)　清水久範1)　市村丈典2)　
辻　将成3)　青山　剛1)　眞壁一志1)　山口正和1)

P2-158
当院におけるCKDシールの運用と全診療科拡大
に向けた体制構築
東京都	 社会医療法人財団仁医会牧田総合病院 薬剤部1)	

社会医療法人財団仁医会牧田総合病院 診療部2)

○井口麻里1)　佐藤正太郎1)　渡辺　誠2)

P2-159
慢性腎臓病患者の薬物療法における安全性向上を
目的としたシール貼付の取り組み
東京都	 NTT東日本関東病院 薬剤部
○中原真優　田沼道也　市橋　孟　田中昌代

P2-160
SGLT2阻害薬関連DKA予防に向けた患者指導標
準化の構築
埼玉県	 埼玉協同病院 薬剤科
○寺倉美鈴　木村典子

P2-161
プレアボイド頻出事例の減少に向けた対策とその
効果
千葉県	 東京慈恵会医科大学附属柏病院 薬剤部
○鈴木日菜子　鈴石ゆり菜　日高あづみ　財満　文　

渡邊慧乃　藤谷恭平　林　隼輔　妹尾裕美子　蔭山博之

P2-162
救急カート運用の見直しとコードブルー時の薬剤
師介入体制構築
東京都	 社会医療法人財団仁医会牧田総合病院 薬剤部
○山本結穂　百瀬智恵

P2-163
当院におけるレカネマブ投与患者の使用状況調査
～ARIA関連リスク因子に関する探索的後方視的
検討～
東京都	 足立医療センター
○吉岡　円　慶　元箕　山口里恵　齋藤茉莉佳　

田中ちはや　竹越友紀　伊東俊雅

P2-164
プレアボイド・副作用報告を活用した病棟薬剤業
務における薬物治療の有効性・安全性向上の取り
組み
神奈川県	 国立病院機構 横浜医療センター
○武内偲乃　佐藤公彦　市川　曉　小井土啓一　秋元朝行

P2-165
プレアボイド事例および副作用報告システムの
Web化に伴う利用実態調査
千葉県	 AMG 津田沼中央総合病院 薬剤科
○近かれん　川本拓馬　須藤勧耀　高橋美音　伊東美歩

P2-166
疑義照会の傾向分析からみた新人薬剤師用資料の
作成
茨城県	 水戸済生会総合病院 薬剤部
○綾部美穂　大串元気　藤枝裕郎
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P2-167
OTC医薬品の包装単位がオーバードーズリスクに
与える影響 
～ハザード指数を用いた定量評価～
千葉県	 国際医療福祉大学 成田キャンパス 薬学部
○田代夢嘉　野村彩衣　新海良祐　藤原裕美　富田　隆

P2-168
プレアボイド報告件数増加の取り組みと医療経済
効果での評価
神奈川県	 東戸塚記念病院 薬剤部
○髙堂歌音　鈴木　理　加藤愛貴　後藤卓哉

P2-169
中小規模病院における転倒転落インシデントと薬
剤の実態調査
埼玉県	 AMG 伊奈病院
○髙島真純　菊池偉孔　藤原遼太郎　照井多香子　

齋藤洵一郎

P2-170
薬学部生と病院薬剤師がともに考える病院薬剤師
のキャリアプラン（第3報）
東京都	 東京都病院薬剤師会 薬務薬制部 病棟業務整備

小委員会1)	
東京医療生活協同組合 新渡戸記念中野総合病
院 薬剤科2)	
武蔵野大学薬学部臨床薬学センター3)	
北里大学北里研究所病院 薬剤部4)	
東京慈恵会医科大学附属病院 薬剤部5)	
公益財団法人がん研究会有明病院 薬剤部6)	
公益財団法人日産厚生会 玉川病院 医療技術部
薬剤科7)	
順天堂大学医学部附属順天堂医院 薬剤部8)	
国立健康危機管理研究機構 国立国際医療セン
ター 薬剤部9)	
日本大学医学部附属板橋病院 薬剤部10)	
東京都立病院機構 東京都立松沢病院 薬剤科11)	
日本医科大学多摩永山病院 薬剤部12)	
公益財団法人榊原記念財団付属 榊原記念病院 
薬剤科13)	
明治薬科大学総合臨床薬学教育研究講座 臨床
薬効毒性解析学研究室14)	
杏林大学医学部付属病院 薬剤部15)	
東京都立病院機構東京都立豊島病院 薬剤科16)	
東京都病院薬剤師会17)

○森満孝裕1,2)　堀井剛史1,3)　齋藤雅俊1,4)　明石岩雄1,5)　
大河貴子1,6)　大舘祐佳1,7)　西郷織江1,8)　鈴木梨紗1,9)　
堤　大輔1,10)　南雲　成1,11)　林　太祐1,12)　古屋順一1,13)　
安　武夫1,14)　関　礼輔1,15)　城田幹生1,16)　後藤一美17)

P2-171
薬剤師臨床研修の充実化に向けた病院間連携に関
する事例報告（産婦人科・小児科）
東京都	 JCHO東京新宿メディカルセンター 薬剤部1)	

JCHO船橋中央病院 薬剤部2)

○松澤みのり1)　藤掛沙織1)　磯崎　僚1)　江尻勇太1)　
地曵友木子1)　大里和弘1)　黒崎優花1)　渡辺貴博1)　
門村将太1)　小関友美2)　木下佳子2)　小池　愛2)　
森本雅子2)　澤田大介2)　片山歳也1)

P2-172
当院における卒後教育システムの構築 
〜教育ラダーと到達度チェックシートを組み合わ
せた教育システム〜
千葉県	 公益財団法人柏市医療公社 柏市立柏病院 薬剤

科
○武藤雅明　矢板和樹　石井直子

P2-173
埼玉がん薬物療法研究会臨床推論ワーキンググルー
プの活動報告とワークショップの評価
埼玉県	 AMG 上尾中央総合病院 薬剤部1)	

埼玉県立がんセンター 薬剤部2)	
AMG 彩の国東大宮メディカルセンター 薬剤
部3)	
あおば薬局4)	
埼玉医科大学総合医療センター 薬剤部5)	
星薬科大学 臨床評価学研究室6)

○土屋裕伴1)　武井大輔2)　吉田憲司3)　水井　亮4)　
青木寧々5)　大登　剛1)　山田　早1)　中山季昭2)　
佐野元彦6)

P2-174
当院のAST活動に基づいた新人薬剤師教育用資料
の内容検討および作成
茨城県	 水戸済生会総合病院
○石川はるの　大串元気　藤枝裕郎

P2-175
横浜旭中央総合病院における若手薬剤師の離職防
止のための交流会開催と成果報告
神奈川県	 横浜旭中央総合病院
○大塚美空　髙橋照明　小串興平

P2-176
若手薬剤師の育成を目的とした臨床研究活動の支
援体制に関する報告
神奈川県	 大和市立病院 薬剤科
○山村　翔　荒木良介　菱沼隆一

P2-177
手順書・動画・進捗管理表を活用した新人薬剤師
教育体制再構築の取り組み
東京都	 IMSグループ イムス東京葛飾総合病院
○本川主剛　清水瑞紀　亀村　大
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P2-178
続・Letʼs スポファ活動  
～大学生へのアンチ・ドーピング教育～
茨城県	 古河赤十字病院 薬剤部
○菅原直人

P2-179
病院併設型介護老人保健施設における薬剤師介入
効果
神奈川県	 衣笠病院 薬剤科1)	

衣笠ろうけん2)

○山崎秀人1)　竹永悠司1)　武藤正樹2)

P2-180
特発性肺線維症におけるニンテダニブ導入クリニ
カルパスの作成及び導入3年目の経過について
埼玉県	 春日部市立医療センター 薬剤科1)	

春日部市立医療センター 看護部2)	
春日部市立医療センター リハビリ科3)	
春日部市立医療センター 相談支援室4)	
春日部市立医療センター 栄養科5)	
春日部市立医療センター 呼吸器外科6)

○鈴木伶織1)　中島瑠美2)　鵜澤友香3)　入田千代4)　
蓮見秀晴5)　田川公平6)　青山克彦6)

P2-181
院内患者医療履歴のDX化 
～薬剤師の役割と実践～
千葉県	 社会医療法人社団健脳会 千葉脳神経外科病院
○坂井真由美　牧山泰士　中本依浦　伊藤晶子　元田宏美　

堀口大輔

P2-182
ニカルジピン塩酸塩注射液と酢酸リンゲル液の点
滴ルート内における配合変化実験の報告
千葉県	 独立行政法人国立病院機構 千葉医療センター
○小川りさ　早川史織　野村理恵　関口昌利

P2-183
イムス葛飾ハートセンターにおけるARNI処方実
態と薬剤師介入の有用性 
～アンケート調査による検討～
東京都	 イムス葛飾ハートセンター 薬剤部
○田代英里　星澤涼子　大塚　歩　川名絢子　真田香代　

関根由香理


